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決
算
は
、
市
の
運
営
に
必
要
な
経
費

に
つ
い
て
、市
に
入
っ
た
お
金
（
歳
入
）

と
、
使
っ
た
お
金
（
歳
出
）
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
す
。

　

安
曇
野
市
に
は
、
表
1
の
よ
う
な
会

計
区
分
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
お
金

の
使
い
道
の
違
い
で
分
け
て
い
ま
す
。

　

市
で
一
番
大
き
な
会
計
は
「
普
通
会

計
」
で
、市
の
本
体
を
担
う
会
計
で
す
。

市
税
や
地
方
交
付
税
を
主
な
財
源
と
し

て
、
福
祉
、
教
育
の
充
実
や
道
路
整
備

な
ど
の
主
要
事
業
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
全
国
共
通
な
と
ら
え
方
な
の

で
、
自
治
体
の
財
政
状
況
を
分
析
す
る

上
で
も
有
効
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
一

般
会
計
お
よ
び
同
和
地
区
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
が
こ
れ
に
相
当
し

ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
３
４

３
億
円
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度

と
の
比
較
で
は
、
総
額
で
11
億
円
余
り

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
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会計
区分 会計名

決算額

歳入 歳出 差引額

公
営
企
業
会
計

水道事業会計
収益的収入及び支出 2,078,765,508 1,979,813,878 98,951,630 

資本的収入及び支出 781,471,595 1,863,078,663 -1,081,607,068 

市営宿舎事業会計
収益的収入及び支出 24,052,113 20,399,065 3,653,048 

資本的収入及び支出 0 0 0 

平成 20 年度各会計決算額（表 1） 単位：円

会計
区分 会計名

決算額

歳入 歳出 差引額

普通
会計

一般会計 34,317,977,718 33,730,175,648 587,802,070 
同和地区住宅新築資金等貸付事業
特別会計 7,371,249 5,168,020 2,203,229 

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 9,692,649,248 9,339,926,313 352,722,935 

老人保健特別会計 843,062,242 843,062,242 0 

後期高齢者医療特別会計 753,527,719 739,276,729 14,250,990 

介護保険特別会計 6,128,596,066 6,083,907,107 44,688,959 

下水道事業特別会計 5,245,678,202 5,228,131,133 17,547,069 

農業集落排水事業特別会計 199,784,882 199,320,249 464,633 

上川手山林財産区特別会計 2,190,138 1,449,405 740,733 

北の沢山林財産区特別会計 715,293 617,322 97,971 

有明山林財産区特別会計 810,551 99,176 711,375 

富士尾沢山林財産区特別会計 746,679 147,236 599,443 

穂高山林財産区特別会計 666,759 104,596 562,163 

産業団地造成事業特別会計 120,774,482 120,560,361 214,121 

＊水道事業会計における資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、過年度分損益勘定留
保資金、建設改良積立金、減債積立金及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整
額で補てん

平
成
20
年
度　
　

決
算
公
表

行
革
効
果
、じ
ん
わ
り
。

平
成
20
年
度
安
曇
野
市
の
各
会
計
の
決
算
が
9
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
決
算
は
、市
が
誕
生
し
て
か
ら
4
回
目
の
決
算
と
な
り
ま
す
が
、

合
併
の
効
果
や
行
政
改
革
に
よ
る
効
率
化
の
一
端
が
読
み
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

■
は
じ
め
に

■
歳
入

　

地
方
交
付
税
の
増
加
や
諸
収
入
等
の

増
加
が
あ
り
ま
し
た
が
、
地
方
税
や
市

債
・
国
・
県
の
補
助
金
等
の
減
少
（
定

額
給
付
金
事
業
が
全
額
21
年
度
に
繰

越
）が
大
き
か
っ
た
た
め
の
減
少
で
す
。

　

市
税
の
中
に
目
的
税
で
あ
る
入
湯
税

が
あ
り
ま
す
。
平
成
20
年
度
の
収
入
額

は
４
４
０
０
万
円
余
り
で
す
が
、
主
に

は
、
観
光
振
興
の
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
製
・
観
光
宣
伝
や
環
境
衛
生
施

設
の
整
備
等
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

基
金
残
高
は
普
通
会
計
分
と
し
て
１

２
９
億
３
８
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
特
別
会
計
の
基
金
を
合
わ

せ
る
と
１
５
１
億
６
８
０
０
万
円
と
な

り
ま
す
。

　

全
国
の
地
方
自
治
体
で
財
政
の
窮
状

が
続
く
中
、
積
立
金
を
あ
ま
り
減
ら
す

こ
と
な
く
、
堅
実
な
財
政
運
営
が
行
わ

れ
た
と
い
え
ま
す
。

　

歳
出
決
算
額
は
３
３
７
億
円
余
り

で
、
昨
年
度
比
10
億
２
０
０
０
万
円
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

扶
助
費
、
繰
出
金
、
公
債
費
、
投
資

的
経
費
が
増
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
人

件
費
、
補
助
費
等
が
減
額
と
な
り
、
総

額
と
し
て
減
少
し
ま
し
た
。

　

扶
助
費
の
増
加
は
生
活
保
護
費
や
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
等
が
増
え
た
た
め

で
す
。
繰
出
金
は
後
期
高
齢
者
医
療
や

下
水
道
会
計
等
、
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
が
増
額
と
な
っ
た
た
め
、
ま
た
、
公

債
費
は
起
債
の
償
還
額
が
増
え
て
い
ま

す
。
投
資
的
経
費
は
保
育
園
整
備
・
安

曇
野
赤
十
字
病
院
へ
の
建
設
補
助
等
で

増
加
し
て
い
ま
す
。
一
方
、人
件
費
は
、

合
併
に
よ
る
経
費
節
減
効
果
で
、
ま
た

補
助
費
等
は
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担

金
な
ど
が
主
な
要
因
と
な
り
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

財
政
状
況
と
し
て
は
、
地
方
債
残
高

が
前
年
度
比
２
・
２
％
の
減
と
な
り
、

基
金
残
高
も
前
年
度
比
３
・
２
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
が
、
良
好
な
運
営
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

■
歳
出

昨年度、

どのように

お金が

使われたの？

市の財政は健全？

入ったお金と

使ったお金、両方とも

少なくなったんだ。

平成20年度（内）・平成19年度（外）決算状況

123億9,700万円
36.1％

19億8,000万円
5.8％

88億500万円
25.7％

14億900万円
16.8％

34億1,000万円
9.9％

32億1,500万円
9.4％

30億8,100万円
9.0％

125億9,100万円
35.5％

20億2,400万円
5.7％

86億3,100万円
24.4％

14億9,400万円
4.2％

39億4,100万円
11.1％

41億1,500万円
11.6％

26億6,900万円
7.5％

歳入決算額

123億9,700万円
36.1％

19億8,000万円
5.8％

88億500万円
25.7％

14億900万円
4.1％

34億1,000万円
9.9％

32億1,500万円
9.4％

30億8,100万円
9.0％

125億9,100万円
35.5％

20億2,400万円
5.7％

86億3,100万円
24.4％

14億9,400万円
4.2％

39億4,100万円
11.1％

26億6,900万円
7.5％

41億1,500万円
11.6％

※歳入歳出決算額は「地方財政状況
調査表」（決算統計）による合計額の
ため表１の合計額とは異なります。

平成20年度（内）・平成19年度（外）決算状況

歳出決算額

1億1,400万円
0.3％

40億4,900円
12.0％

40億4,900万円
12.0％

1億1,300万円
0.3％

56億6,400万円
16.8％

27億6,300万円
8.2％

46億3,400万円
13.8％

52億5,300万円
15.6％

40億500万円
11.9％

11億4,400万円
3.4％

60億8,200万円
18.0％

58億8,400万円
16.9％

26億6,800万円
7.7％

44億6,400万円
12.9％

52億4,300万円
13.0％

41億800万円
11.8％

35億9,700万円
10.4％

26億3,800万円
7.6％

60億700万円
17.3％ 56億6,400万円

16.8％

27億6,300万円
8.2％

46億3,400万円
13.8％

52億5,300万円
15.6％

40億500万円
11.9％

60億8,200万円
18.0％

58億8,400万円
16.9％

26億6,800万円
7.7％

44億6,400万円
12.9％

52億4,300万円
15.1％

41億800万円
11.8％

26億3,800万円
7.6％

60億700万円
17.3％

11億4,400万円
3.4％

35億9,700万円
10.4％

■特集　決算公表
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■穂高交流学習センター建設事業

■安曇野ブランド推進事業

■コンビニ収納システムの導入

■穂高北小学校耐震補強・
　大規模改造事業

■安曇野赤十字病院
　建設補助

■潮沢廃線敷整備事業

■放課後子ども教室の運営

■新公共交通あづみん運行

■有明・有明分園保育園整備
■明科社会就労センター
　改築

■新図書館用蔵書購入

21 年度開館予定の中
央図書館の資料選定、
図書と視聴覚資料購
入を行いました。

2 年目となったブランド推進
事業は、信州サーモン普及・
アルプス体験登山・イメージ
広告事業等安曇野ブランドを
発信し、更に市民主体の安曇
野デザイン会議事業を積極的
に支援しました。

21 年度からの市税のコンビニ収
納開始に向け収納システムの導入
を行いました。

穂高北小学校の耐震・大規模
改造工事に着手しました。工
法変更等により工期が延長さ
れましたが、全体工事は 21 年
度完成予定です。

安曇野赤十字病院改築事業の建設
補助を平成 20 年度から平成 22 年
度の 3 カ年で行います。（総額 34
億 6,256 万円）

漆久保トンネルや周辺の歩道
整備を行いました。

放課後児童の居
場所確保として
10 小学校施設
を利用して、放
課後子ども教室
「わいわいラン
ド」を開催しま
した。

デマンド型乗合タクシーを基本として、
全市の公共交通システムの運行を行い
ました。

有明の森保育園の改築工事と有明
あおぞら保育園の新築工事を行い
ました。有明の森保育園の全体工
事は 21 年度完成予定です。 老朽化したセン

ターの現地建て
替えを行いまし
た。なお、事業
費の一部は平成
21年度へ繰り越
しました。

21 年度完成を目指し
工事を進めました。

1,696万円

528万円

1,218万円

2億　
2,967万円

4億　
8,373万円

６億　
9,708万円

1億　
634万円

1,264万円

5,345万円

4,910万円8億　
3,974万円

多くの計画が

策定され、

いろいろな事業が

具体化していった

年だったね。

平成20年度
こんな仕事をしました。

■特集　決算公表
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自
治
体
の
財
政

問
題
が
新
聞

や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で

話
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
わ
が
ま
ち
の

財
政
事
情
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
全
国
の
自
治
体

で
用
い
ら
れ
て
い
る
指
標
に
よ
っ
て
、

市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
探
り
ま
す
。

　

決
算
状
況
を
ま
と
め
る
中
で
は
、
各

種
の
財
政
指
標
等
の
算
定
も
行
い
ま

す
。
7
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
は
、
平
成
19

年
度
を
基
準
と
し
て
、
平
成
20
年
度
の

各
指
標
の
変
化
を
表
し
て
い
ま
す
。
グ

ラ
フ
が
外
側
に
広
が
っ
た
方
が
、「
財

政
状
況
が
好
転
し
て
い
る
」
と
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

財
政
力
指
数
は
、
地
方
公
共

団
体
の
財
政
力
の
強
弱
を
示
す

指
数
で
す
。
地
方
交
付
税
の
基

準
財
政
収
入
額
、
基
準
財
政
需

要
額
か
ら
計
算
さ
れ
ま
す
が
、

「
１
」
以
下
で
あ
れ
ば
、
そ
の

不
足
部
分
は
地
方
交
付
税
が
交

付
さ
れ
、「
１
」
以
上
で
あ
れ

ば
、
地
方
交
付
税
は
不
交
付
と

な
り
、
自
前
の
財
源
だ
け
で
い

わ
ゆ
る
「
標
準
的
行
政
サ
ー
ビ

ス
」
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
よ
う
に
判
定
さ
れ
ま
す
。

　

県
内
19
市
の
中
で
の
順
位
は

8
番
目
で
し
た
。
な
お
、
19
市

の
平
均
は
０
・
６
２
３
で
す
の

で
、
平
均
以
上
の
財
政
力
を
持

っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

地
方
債
と
は
、
地
方
自
治
体

の
借
金
で
す
。
一
人
当
た
り
の

地
方
債
現
在
高
（
借
金
残
高
）

は
７
７
６
１
円
減
少
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
主
に
地
域
振
興
基

金
積
立
金
の
借
入
を
行
わ
な
か

っ
た
た
め
で
す
。

　

今
後
も
市
の
建
設
計
画
に
沿

っ
て
借
入
を
行
い
ま
す
が
、
将

来
の
財
政
状
況
を
見
な
が
ら
計

画
的
な
借
入
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
全
体
の
地
方
債
現

在
高
は
普
通
会
計
分
と
し
て
、

３
５
７
億
２
０
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
下
水
道
・
水
道

事
業
等
、
特
別
会
計
・
公
営
企

業
会
計
を
合
計
す
る
と
９
４
７

億
２
０
０
０
万
円
に
な
り
ま

す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
借
金

の
財
政
負
担
を
み
る
指
標
で

す
。
18
％
以
上
に
な
る
と
地
方

債
の
借
り
入
れ
に
許
可
が
必
要

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

前
年
度
と
比
べ
、
０
・
６
％

上
昇
し
、
15
・
０
％
と
な
り
ま

し
た
。
詳
細
は
8
ペ
ー
ジ
で
解

説
し
ま
す
。

　

人
口
千
人
当
た
り
の
職
員
数

は
６
・
９
３
人
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
的
に
公
務
員
を
減
ら
す
努

力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地

方
公
共
団
体
も
定
員
の
削
減
を

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
安
曇
野
市
に
お
い
て

は
、
合
併
に
よ
る
行
政
管
理
部

門
の
統
合
等
と
も
相
ま
っ
て
職

員
数
の
減
少
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　

人
口
一
人
当
た
り
の
人
件

費
・
物
件
費
等
は
１
７
０
０
円

余
減
少
し
ま
し
た
。

　

合
併
の
効
果
に
よ
っ
て
人
件

費
は
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
行
政
改
革
を
進
め
、
よ

り
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

経
常
収
支
比
率
と
は
、
経
常

的
に
支
出
す
る
経
費
（
経
常
的

経
費
）
の
た
め
に
「
経
常
一
般

財
源
」（
市
税
・
地
方
交
付
税
等
）

が
ど
れ
だ
け
消
費
さ
れ
た
か
を

示
す
比
率
で
す
。

　

経
常
収
支
比
率
は
０
・
３
％

下
降
し
ま
し
た
（
昨
年
度
87
・

６
％
）。
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
や
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
が
増
加
し
た

ほ
か
、
特
に
下
水
道
事
業
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
が
増
加
し
ま

し
た
が
、
人
件
費
等
が
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
全
体
的
に

は
前
年
度
よ
り
下
が
り
ま
し

た
。

　

全
国
自
治
体
の
財
政
状
況
と

比
較
す
る
と
、
お
お
む
ね
適
正

な
状
況
と
と
ら
え
ら
れ
ま
す
。

分析その１

財政指標

全国共通の
指標で
チェック！

0.657 

366,163 

14.4

6.93

109,878 

87.3 
0.636

373,924

15.0

6.95

111,587

87.6

財政力指数

地方債現在残高
（人口一人当たり）:円

実質公債費比率

職員数（人口1,000人当たり）

人件費・物件費等
（人口一人当たり）:円

経常収支比率

平成20年度
平成19年度

■特集　決算公表

1 2 3 4 5 6

財政の体力
をみる…

財政の
借金をみる…

借金の財政
負担をみる…

人口当たり
の職員数

行政運営
経費をみる…

財政の
ゆとりをみる…

財政力指数 地
ちほうさい

方債残高 実
じっしつこうさいひ

質公債費比率 職員数 人件費・物件費等 経
けいじょうしゅうし

常収支比率

財
政
力
指
数

０
・
６
５
７

1
地ち
ほ
う
さ
い

方
債
残
高

現
在
残
高
36
万
６
１
６
３
円

2

実じ
っ
し
つ
こ
う
さ
い
ひ

質
公
債
費　
　

比
率

15
・
０
％

3

職
員
数

人
口
千
人
当
た
り
職　
員

６
・
93
人

4
人
件
費
・

物
件
費
等

人
口
一
人
当
た
り
10
万
９
８
７
８
円

5

経け
い
じ
ょ
う
し
ゅ
う
し

常
収
支

比
率

87
・
３
％

6

安曇野市の財政体力は？

行政運営の
効率化が成果を
上げてるんだね。

わ だ い 民間シンクタンク調査で　県内トップに
　民間シンクタンクが実施した自治体財政健全性に関する調査で、安曇野市は全国 34 位に位置することが 7
月 28 日に発表されました。この調査は（財）関西社会経済研究所（所長：本間正明）が行ったもので、全国
775 都市の 2006 年度の決算データに基づき、高齢化人口や地方税収などの社会的・経済的環境による影響を
除く独自の評価方法により、財政運営の健全性を指標化したものです。この調査のランキングで、安曇野市は
県内トップの 34 位。次いで小諸市が 48 位、上田市が 63 位にランクインしています。
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分析その２

財政健全化
指標

　

一
般
会
計
等
（
一
般
会
計
、

同
和
地
区
住
宅
新
築
資
金
等
貸

付
事
業
特
別
会
計
）
の
赤
字
の

程
度
を
指
標
化
し
た
も
の
で

す
。
実
質
収
支
は
黒
字
で
あ
る

た
め
、実
質
赤
字
比
率
は
「
－
」

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
実
質
赤

字
比
率
は
、
比
率
の
高
さ
以
前

に
、
そ
の
値
が
算
出
さ
れ
る
こ

と
自
体
が
自
治
体
に
と
っ
て
憂

慮
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
安
曇

野
市
は
算
定
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
、
全
く
問
題
の
な
い
財
政
状

況
で
す
。
な
お
、
参
考
ま
で
に

黒
字
額
を
標
準
財
政
規
模
で
除

し
て
、
黒
字
額
の
比
率
と
し
て

算
出
す
る
と
「
０
・
４
３
％
」

と
な
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
と
企
業
会
計
を
加

え
た
す
べ
て
の
赤
字
の
程
度
を

指
標
化
し
た
も
の
で
す
。
全
会

計
と
も
黒
字
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
は

「
－
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
考
ま
で
に
黒
字
額
を
基
に

比
率
を
算
定
す
る
と
「
16
・
45

％
」
と
な
り
ま
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
と
同
様
に
、

こ
の
比
率
も
算
出
さ
れ
る
こ
と

自
体
が
自
治
体
に
と
っ
て
憂
慮

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

安
曇
野
市
は
連
結
実
質
赤
字

比
率
も
算
定
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
、
す
べ
て
の
会
計
で
健
全
な

財
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

借
入
金
（
公
債
費
）
の
返
済

額
や
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
の
額

の
大
き
さ
を
指
標
化
し
財
政
負

担
の
程
度
を
示
す
も
の
で
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
の
算
出

は
、3
カ
年
の
平
均
で
す
の
で
、

15
・
０
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
比
０
・
６
％
増
の
主

な
要
因
は
、
平
成
17
年
度
（
単

年
度
12
・
８
％
）
の
算
定
が
除

外
さ
れ
平
成
20
年
度
の
数
値
が

算
定
対
象
と
な
っ
た
た
め
で

す
。

　

単
年
度
と
し
て
は
平
成
18
年

度
15
・
２
％
、
平
成
19
年
度

15
・
３
％
、
平
成
20
年
度
14
・

８
％
と
な
り
ま
す
。
平
成
19
年

度
、
20
年
度
を
比
較
す
る
と
一

般
会
計
に
お
け
る
公
債
費
の
実

負
担
額
が
５
４
０
０
万
円
ほ
ど

減
額
と
な
り
、
公
営
企
業
の
公

債
費
へ
の
実
負
担
額
が
１
億
６

４
０
０
万
円
程
増
額
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
公
債
費
に
準
ず

る
債
務
負
担
行
為
の
実
負
担
額

が
８
５
０
０
万
円
程
減
額
し
、

一
部
事
務
組
合
等
の
公
債
費
に

対
す
る
実
負
担
金
も
、
８
６
０

０
万
円
程
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
前
年
度
に

比
べ
０
・
５
％
下
が
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
15
・
０

％
と
な
り
ま
し
た
が
、
早
期
健

全
化
基
準
（
25
％
）
を
大
き
く

下
回
っ
て
い
ま
す
の
で
、
安
曇

野
市
の
財
政
は
引
き
続
き
健
全

と
言
え
ま
す
。

　

将
来
負
担
比
率
は
、
一
般
会

計
等
の
借
入
金
（
公
債
費
）
や

将
来
支
払
っ
て
い
く
可
能
性
の

あ
る
負
担
等
の
程
度
を
指
標
化

し
た
も
の
で
す
。

　

将
来
負
担
比
率
の
算
定
に
用

い
ら
れ
る
将
来
負
担
額
は
、
お

よ
そ
７
５
６
億
円
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
充
当
可
能
基
金
が
１

０
７
億
円
、
特
定
財
源
見
込
額

が
５
億
５
０
０
０
万
円
、
基
準

財
政
需
要
額
算
入
見
込
額
が
５

１
８
億
円
あ
り
、
実
質
的
な
負

担
額
は
約
１
２
５
億
円
と
な
り

ま
す
の
で
、
将
来
負
担
比
率
は

63
・
７
％
と
な
り
ま
す
。

　

将
来
負
担
額
の
主
な
も
の

は
、
地
方
債
の
現
在
高
（
一
般

会
計
等
）
３
５
７
億
円
、
公
営

企
業
債
等
に
係
る
繰
入
見
込
額

２
８
７
億
円
で
す
が
、
こ
の
大

半
が
交
付
税
措
置
の
あ
る
地
方

債
で
あ
る
た
め
、
前
述
の
と
お

り
５
１
８
億
円
が
基
準
財
政
需

要
額
算
入
見
込
額
と
し
て
控
除

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
基
金
の
額
も
多
額
で

あ
り
、
こ
の
分
も
控
除
さ
れ
ま

す
の
で
、
将
来
負
担
比
率
は
健

全
化
判
断
基
準
に
比
べ
、
非
常

に
低
い
比
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
時
点
の
将
来
負
担
比
率
は

低
い
状
況
で
す
が
、
今
後
の
実

施
事
業
を
拡
大
し
す
ぎ
る
と
、

基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
に
よ
り

控
除
額
が
少
な
く
な
り
、
地
方

債
借
入
額
が
増
加
し
、
地
方
債

現
在
高
を
引
き
上
げ
る
結
果
、

将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て
は
悪

い
相
乗
効
果
を
発
生
さ
せ
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
注
意
が
必
要

で
す
。

　

こ
の
意
味
で
、
将
来
負
担
比

率
は
現
状
を
単
純
に
計
る
の
で

は
な
く
、
将
来
を
見
据
え
た
財

政
運
営
の
指
針
と
し
て
と
ら
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、

公
営
企
業
の
事
業
規
模
と
比
較

し
て
指
標
化
し
た
も
の
で
す
。

　

資
金
不
足
額
と
は
、
基
本
的

に
は
流
動
負
債
と
流
動
資
産
の

差
額
に
な
り
ま
す
が
、
流
動
負

債
の
方
が
多
く
資
金
不
足
額
が

生
じ
て
い
れ
ば
、
１
年
以
内
の

債
務
に
対
す
る
支
払
い
能
力
が

な
い
こ
と
に
な
り
、
経
営
状
況

に
余
裕
が
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

逆
に
流
動
資
産
の
方
が
多
け

れ
ば
、
１
年
以
内
の
債
務
を
一

時
に
果
た
し
て
も
な
お
余
裕
が

あ
る
こ
と
に
な
り
、
突
発
的
な

事
項
に
対
し
て
も
対
処
可
能
な

経
営
状
況
と
判
断
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
公
営
企
業
の
成

り
立
ち
に
も
よ
り
ま
す
が
、
平

成
20
年
度
の
決
算
に
お
い
て

は
、
す
べ
て
の
公
営
企
業
に
お

い
て
、
余
裕
の
あ
る
経
営
状
況

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

安
曇
野
市
の
平
成
20
年
度
決

算
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
た
健
全

化
判
断
比
率
は
、
左
表
の
と
お

り
と
な
り
ま
し
た
。
各
指
標
の

比
率
は
す
べ
て
早
期
健
全
化
基

準
を
下
回
り
ま
し
た

　

安
曇
野
市
と
し
て
は
、
4
回

目
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
が
、

合
併
の
効
果
や
行
政
改
革
に
よ

る
行
政
効
率
化
の
一
端
が
表
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

経
常
収
支
比
率
は
昨
年
度
よ

り
下
が
り
ま
し
た
が
、
他
会
計

へ
の
繰
出
金
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
そ
の
会
計
の

必
要
経
費
が
増
大
し
て
き
て
い

る
た
め
で
す
。

　

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
、

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤

字
比
率
、
資
金
不
足
比
率
は
、

各
会
計
の
赤
字
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
各
比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
実
質
公
債
費
比
率
は
、

3
カ
年
平
均
数
値
の
た
め
前
年

度
比
０
・
６
％
増
の
15
・
０
％
と

な
り
ま
し
た
が
、
単
年
度
で
は

前
年
度
比
０
・
５
％
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
早
期
健
全
化
基
準

（
25
％
）
を
大
き
く
下
回
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
負
担
比
率
は

63
・
７
％
と
な
り
昨
年
度
比
１６
・

６
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
が
数

字
と
し
て
は
高
い
数
字
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
の
財
政
運
営

に
あ
た
っ
て
は
、
注
視
さ
れ
て

い
く
も
の
に
な
り
ま
す
。

総
　
評

■特集　決算公表

1 2 3 4 5

一般会計等の
赤字をみる…

全会計の
赤字をみる…

借金等の財政
負担をみる…

将来の負担
程度をみる…

公営企業の
赤字をみる…

実
じっじつ

質赤字比率 連結実質赤字比率 実
じっしつこうさいひ

質公債費比率 将来負担比率 資金不足比率

平成 20年度決算に基づく安曇野市健全化判断比率の状況　　　（単位：％）

比率 参考値 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 ―
（―）

▲ 0.43
（▲ 0.51）

12.17
（12.21）

20
（20）

連結実質赤字比率 ―
（―）

▲ 16.45
（▲ 18.40）

17.17
（17.21）

40
（30）

実質公債費比率 15.0
（14.4）

25.0  
（25.0）

35 
（35）

将来負担比率 63.7
（47.1）

350.0
（350.0）

※実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は将来負担比率が算定されな
い場合は、「－」を記載。黒字の数値を参考値として「▲」で記載しています。（　　）内は平
成 19 年度決算に基づく数値を記載しています。

実
質
赤
字　

比
率

－

12
連
結
実
質

赤
字
比
率

－

3
実
質
公
債
費

比
率

15
・
０
％

4
将
来
負
担

比
率

63
・
７
％

5
資
金
不
足

比
率

－

資金不足比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

※資金不足となる会計はありませんでしたが、黒字の数値を参考値として「▲」で記載しています。
　（　　）内は平成 19 年度決算に基づく数値を記載しています。

特別会計の名称 資金不足比率 参考値 経営健全化基準 事業の規模

水道事業会計 ―
（―）

▲ 157.2
（▲ 158.8）

20
（20）

1,964,636 千円
（1,983,290 千円）

市営宿舎事業会計 ―
（―）

▲ 119.6
（▲ 157.1）

20
（20）

244,542 千円
（236,753 千円）

下水道事業特別会計 ―
（―）

▲ 0.8
（▲ 2.9）

20
（20）

1,320,608 千円
（1,289,910 千円）

農業集落排水事業特別会計 ―
（―）

▲ 1.0
（▲ 4.6）

20
（20）

　45,393 千円
（41,613 千円）

産業団地造成事業特別会計 ―
（－） 

▲ 100.0
（0）

20
（20）

　214 千円
（83,775 千円）

財政健全化指
標は、より精密に
チェックできる
　 新しい指標
　　なんだ。
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も
う
す
ぐ
市
が
誕
生
し
て

4
年
と
な
り
ま
す
。
市

誕
生
時
と
比
べ
、
財
政
は
ど
の

よ
う
に
変
化
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。
合
併
に
よ
る
効
率
化
は
現

れ
て
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
決
算
額
な
ど
の
推
移
を
ま

と
め
ま
し
た
。

歳
入
の
状
況

　

合
併
直
後
の
平
成
17
年
度
は

旧
5
町
村
の
予
算
の
合
計
の
た

め
予
算
額
が
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
徐
々
に
総
額
は
減
額

し
て
い
ま
す
（
表
１
）。
将
来

を
見
越
し
必
要
最
小
限
の
予
算

規
模
に
し
て
い
き
ま
す
。

●
合
併
特
例
債
の
活
用
状
況

　

別
表
に
合
併
特
例
債
の
主
な

活
用
状
況
を
記
載
し
ま
す
（
表

2
）。合
併
後
、給
食
セ
ン
タ
ー

や
保
育
園
・
児
童
館
、
交
流
学

習
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
安
曇
野

赤
十
字
病
院
建
設
補
助
金
等
の

た
め
の
借
入
を
行
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
状
況

　

目
的
別
（
表
3
）
と
性
質
別

の
歳
出
（
表
4
）
で
す
。
目
的

別
で
は
社
会
保
障
費
の
増
で
民

生
費
が
、
旧
町
村
の
公
債
費
の

本
格
償
還
で
公
債
費
が
伸
び
て

い
ま
す
。
ま
た
人
件
費
の
減
少

で
総
務
費
が
、
事
業
量
の
減
で

農
林
水
産
費
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
性
質
別
で
は
扶
助
費
・
公

債
費
が
伸
び
て
い
ま
す
が
、
人

件
費
・
投
資
的
経
費
が
減
少
し

て
い
ま
す
。

●
職
員
給
の
状
況

　

普
通
会
計
に
属
す
る
職
員
の

状
況
で
す
（
表
5
）。
合
併
効

果
に
よ
っ
て
職
員
数
と
職
員
給

は
減
少
し
て
い
ま
す
。

●
投
資
的
経
費
の
状
況

　

投
資
的
経
費
の
年
度
別
の
推

移
で
す
（
表
6
）。
新
市
建
設

計
画
に
基
づ
き
計
画
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

全
体
の
歳
出
額
は
減
少
傾
向

で
す
が
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
道

路
関
係
経
費
等
）
に
関
す
る
経

費
は
、
毎
年
度
一
定
額
が
確
保

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
に
関
す
る
経
費
は
災
害

の
減
少
に
よ
り
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

地
方
交
付
税
と

財
政
力
指
数
の
状
況

　

交
付
税
は
国
の
三
位
一
体
改

革
や
基
本
方
針
２
０
０
６
・
２

０
０
７
な
ど
に
よ
っ
て
、
見
直

し
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
国
の

経
済
対
策
に
よ
り
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

財
政
力
指
数
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
（
表
7
）。

起
債
・
基
金
残
高
の

状
況

　

年
度
別
残
高
の
推
移（
表
８
、

９
）
で
す
。
起
債
は
下
水
道
事

業
の
減
少
に
伴
い
、
全
体
的
に

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
基

金
は
合
併
後
計
画
的
に
積
立
を

行
い
、増
加
傾
向
で
す
。目
的
の

あ
る
基
金
は
計
画
に
沿
っ
て
取

り
崩
し
、事
業
を
推
進
し
ま
す
。

平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度

中部・南部給食センター 4.4 中部・南部給食センター 376.1 中部・南部給食センター 964.3 穂高交流学習センター 348.2

豊岳荘建設補助 171 穂高交流学習センター 463.8 有明保育園 576.4

三郷児童館 202.5 安曇野赤十字建設補助 459.5

豊岳荘建設補助 171 堀金保育園 301.7

有明保育園 149.9

○合併特例債の主な活用状況（表 2） （百万円）

合併から４年、
財政はどう変化した？

（百万円）

議会・総務費
民生・衛生費
労働・農水・商工費
土木費
消防・教育費
災害・公債費

4,518

7,094

3,743

3,866

10,905

7,228

5,050

4,165

4,094

5,271

10,550

6,551

4,650

5,789

3,871

3,037

11,256

6,120

4,635

4,794

4,106

3,097

12,772

4,303

17 年度 18年度 19年度 20年度
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

4,518

7,094

3,743

3,866

10,905

7,228

5,050

4,165

4,094

5,271

10,550

6,551

4,650

5,789

3,871

3,037

11,256

6,120

4,635

4,794

4,106

3,097

12,772

4,303

歳出（目的別）の推移（表3）歳出（性質別）の推移（表4）

17 年度 18年度 19年度 20年度

人件費

扶助費

公債費

投資的経費

物件費

その他

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

11,284

5,327

8,435

4,177
1,919

6,212

11,284

5,327

8,435

4,177

6,212

11,097

4,641

7,377

4,280

2,345

5,941

10,457

5,243

6,007

4,464

2,668

5,884

9,311

5,253

6,082

4,634

2,763

5,664

4,641

7,377

4,280

2,345

5,941

6,007

4,464

2,668

5,884

5,253

4,634

2,763

5,664

（百万円）

1,919

11,097

5,243

6,082

9,31110,457

平成17年度

（百万円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

341 770 186
1

3,159

1,382

2,534
1,854

4,227
3,287

5,2254,935

8,435

7,377

6,007 6,082 

災
害

補
助

単
独

単独事業費

補助事業費

災害復旧費

合計

H17 年 H18年 H19年 H20年

臨時財政対策債発行可能額

特別交付税

普通交付税

財政力指数

0 0.100

0.200

0.300

0.400

0.500

0.600

0.700

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000
（百万円）

7,198

1,000

1,277

7,741

805

1,178

7,948

726

1,069

8,144

678

1,001

0.592 0.613
0.636

0.657

17年度 18年度 19年度 20年度

普通会計

産業団地会計 合計

下水会計 農集排会計

水道事業会計
（百万円） （百万円）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

85,000

87,000

89,000

91,000

93,000

95,000

97,000

99,000

35,247

42,934

2,366

15,033

36,201

43,991

2,278
14,492

36,511
44,468

2,184
13,547 12,827

35,720

44,080

2,092
99 84 0154

35,247

42,934

95,734
97,061

96,794

94,719

2,366

15,033

36,201

43,991

2,278
14,492

36,511
44,468

2,184
13,547 12,827

35,720

44,080

2,092
99 84 0154

17年度 18年度 19年度 20年度

財政調整基金 合計減債基金 その他

（百万円） （百万円）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

2,683

2,683

5,670

3,802

1,427

6,766

4,212

1,644

7,498

4,232

1,653

7,053

11,995

13,354 12,938

1,067

9,420

地方交付税と財政力指数の推移（表 7）

起債残高の推移（表 8）

基金残高の推移（表 9）

単独事業費

補助事業費

災害復旧費

合計

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

17 年度 18年度 19年度 20年度

11,047

8,197

3,603
3,594

11,924

383億
6,500万円 364億

2,400万円
354億
6,500万円 343億

500万円

11,213

8,573

3,582

4,558

8,316

12,591

8,631

3,941

4,115

6,187

12,397

8,805

3,410
3,215

6,470

（単位：百万円）

その他
市債
国県補助金
地方交付税
地方税

11,047 11,213 12,39712,591

歳入の推移（表１）

職員給の推移（表 5）

3,700

3,800

3,900

4,000

4,100

4,200

4,300

4,400

500
平成17年度

（百万円） （人）

平成18年度 平成19年度 平成20年度

550

600

650

700

750

800
職員給

職員数

711

4,335
4,274

4,174

3,969

679
699

676

投資的経費の推移（表 6）

予算総額は？
人件費は？
指数の推移は？

財政面での
メリットが
現れはじめて
いるんだね。

373億
5,400万円

373億
5,400万円356億

8,100万円
356億
8,100万円347億

2,300万円
347億
2,300万円

337億
700万円

337億
700万円
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報告書を市長に手渡す長﨑会長（左）
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豊
科
東
小
学
校
区
の
児
童
館
整
備

を
検
討
し
て
い
た
上
川
手
児
童
館
建

設
検
討
会
（
長
﨑
賢
会
長
）
は
8
月

21
日

検
討
結
果
の
報
告
書
を
市
長

に
手
渡
し
ま
し
た

報
告
書
で
は

児
童
の
放
課
後
の

居
場
所
で
あ
る
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
は

「
学
校
施
設
内
に
整
備
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
」
と
し

そ
れ
以
外
の
児

童
館
事
業
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
高

家
児
童
館
で
行
う
こ
と
を
想
定
し
て

い
ま
す

こ
れ
は

地
域
に
根
ざ
し

た
学
校
運
営
や
将
来
の
空
き
教
室
の

利
用
を
見
据
え
た
結
果

結
論
に
至

た
も
の
で
す

ま
た
設
置
時
期
は
「
平
成
23
年
度

の
利
用
開
始
が
望
ま
し
い
」
と
し

規
模
に
つ
い
て
は
「
40
人
か
ら
70
人
規

模
の
施
設
が
必
要
」
と
し
て
い
ま
す

市
長
は
「
報
告
書
は
現
状
を
踏
ま

え
た
内
容

子
ど
も
の
移
動
が
少
な

け
れ
ば
当
然
事
故
も
少
な
い
は
ず

効
率
的
な
運
営
も
可
能
」
と
述
べ

提
言
の
内
容
に
賛
同
し
ま
し
た

豊
科
東
小
学
校
の
児
童
ク
ラ
ブ
利

用
者
は
現
在

車
で
高
家
児
童
館
に

移
動
し
て
お
り

合
併
以
前
か
ら

東
小
近
隣
に
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
を

望
む
声
が
あ
り
ま
し
た

■
豊
科
東
小
内
に
　

学
童
ク
ラ
ブ
設
置
を
提
案

　

男
女
共
同
参
画
講
座
（
市
・
市
男

女
共
同
参
画
連
絡
協
議
会
主
催
）
が

8
月
25
日

豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ

ル

で
開
か
れ
ま
し
た

　

こ
の
講
座
は

本
年
１
月
に
施
行

し
た
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
へ
の

理
解
を
深
め

推
進
の
ヒ
ン
ト
を
得

る
た
め
に
開
か
れ
た
も
の
で
す

　

初
回
と
な
る
こ
の
日
は

協
議
会

の
委
員
や
コ
ミ

ニ
ケ

タ

ら
36

人
が
参
加

は
じ
め
に

講
師
の
古

田
睦
美
・
長
野
大
学
准
教
授
が

イ

メ

ジ
で
捉
え
る
共
同
参
画
に
つ
い

て
講
義
を
行
い
ま
し
た

そ
の
後

参
加
者
は
6
グ
ル

プ
に
分
か
れ

課
題
に
つ
い
て
自
ら
の
体
験
や
考
え

を
交
え
な
が
ら
話
し
合
い
ま
し
た

　

穂
高
地
域
か
ら
参
加
し
た
男
性

は
「
相
手
の
こ
と
を
理
解
す
る
た

め
に
は

ま
ず

相
手
の
し
て
い
る

こ
と
を
や

て
み
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
う

実
践
が
理
解
へ
の
一
歩
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
」
と
発
言

し
て
い
ま
し
た

古
田
准
教
授
は

「
男
女
共
同
参
画
は
人
に
よ

て
考

え
方
の
違
う
テ

マ

ワ

ク
シ

プ
の
よ
う
な
意
見
の
や
り
と
り

が

理
解
を
深
め
る
有
効
な
手
段
」

と
話
し
て
い
ま
し
た

　

講
座
は
全
3
回
開
催
す
る
予
定

で
今
後
は
条
例
を
読
み
込
み
他

市
の
取
り
組
み
も
学
ぶ
予
定
で
す

■
相
手
の
こ
と
を
　

理
解
す
る
た
め
に

意見交換しながら理解を深める参加者
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㈱
安
曇
富
士
（
堀
金
烏
川
）
と
市

は
こ
の
ほ
ど

林
道
烏
川
線
沿
い
の

ま
ゆ
み
池
周
辺
の
約
32

の
市
有
林

を
対
象
に
し
た
「
森
林
（
も
り
）

の
里
親
契
約
」
を
締
結
し
ま
し
た

　

こ
の
契
約
は

㈱
安
曇
富
士
が
ま

ゆ
み
池
周
辺
の
市
有
林
で
間
伐
や
枝

打
ち
な
ど
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に

市
へ
資
金
面
で
の
支
援
を
行
う

取
り
組
み
で
す

　

8
月
22
日
に
は

記
念
式
典
が
現

地
で
開
か
れ
ま
し
た

こ
の
日
は

高
さ
2

ほ
ど
の
木
製
の
ア
ダ
プ
ト

サ
イ
ン（
森
林
の
里
親
契
約
の
看
板
）

が
披
露
さ
れ
た
後

参
加
者
約
１
０

０
人
が
7
班
に
分
か
れ

草
刈
り
や

枝
打
ち
な
ど
を
行
い
ま
し
た

作
業

に
参
加
し
た
板
花
博
人
代
表
取
締
役

は
「
地
域
の
一
員

企
業
の
一
員

で
あ
る
こ
と
が
実
感
で
き
る
良
い
機

会

こ
の
地
で
お
世
話
に
な

て
40

年
と
な
る
が

今
後
も
地
域
に
貢
献

す
る
企
業
と
し
て
お
役
に
立
ち
た

い
」
と
抱
負
を
話
し
ま
し
た

　

契
約
期
間
は
5
年

㈱
安
曇
富
士

で
は
今
後

年
4
回
の
作
業
を
計
画

し
て
お
り

資
金
面
で
も
森
林
整
備

費
と
し
て
年
60
万
円
を
市
へ
支
援
す

る
予
定
で
す

■
㈱
安
曇
富
士
と
市
が「
森
林
の
里
親
契
約
」を
締
結

従業員一丸となって整備に汗を流す

9月 10 日に開かれ
た「2009 アクアピ
ア安曇野ふれあい
デー」。日ごろなじ
みのない下水処理
場が開放され、多
くの人が見学に訪
れました。

下水道の接続の
お願い
　下水道の宅内工事は、供用開始の公
示がされた日から 3年以内に行わなけ
ればならないことが、下水道法と市公
共下水道条例により義務付けられてい
ます。まだお済みでないお宅は、早め
に接続工事をお願いします。工事にあ
たっては、市の登録指定工事店へご連
絡ください。また、供用開始の公示後
3年以内に宅内工事を行う場合、金融
機関から融資を受ける際に、利子の一
部を市が負担する制度もありますので
ご利用ください。

●定期的な清掃を
　下水道をすでにお使いのご家庭にお
願いします。最近異物の混入によるポ
ンプなどの故障が多く発生しています。
定期的にますを清掃し、油や
残飯、髪の毛、危険物などは
下水道に流さないよう注意し、
きれいに使うことを心がけま
しょう。
下水道維持管理担当
　（472・3111 672・2510）

まゆみ池西側に設置された
アダプトサイン
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Ｑ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

っ
て
何
で
す
か
？

　

現
在
の
ま
ち
づ
く
り
を
取
り
巻
く

状
況
や
課
題
を
整
理
し
、
お
お
む
ね

20
年
後
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
・
基
本
方
針
を
定
め
、
土
地
利

用
や
道
路
・
公
園
と
い
っ
た
都
市
施

設
の
整
備
の
基
本
方
針
を
示
す
も
の

で
す
。
つ
ま
り
、
都
市
計
画
に
関
す

る
市
の
方
向
性
を
示
す
計
画
で
す
。

Ｑ
市
の
総
合
計
画
と

の
関
連
性
は
？

　

法
律
の
体
系
か
ら
見
る
と
下
図
の

よ
う
な
関
係
に
な
り
ま
す
。
総
合
計

画
は
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
い
て
、

市
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
方
向
性
を

定
め
る
一
方
で
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
都

市
計
画
法
に
基
づ
き
、
長
野
県
が
定

め
る
計
画
な
ど
と
の
整
合
を
図
り
な

が
ら
、
主
に
都
市
計
画
に
関
す
る
内

容
か
ら
見
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

を
定
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
都
市
計
画
は
都
会
4

4

の
計
画
で
は
？

　

現
在
の
都
市
計
画
法
は
、
高
度
成

長
に
よ
る
市
街
化
の
無
秩
序
な
拡
大

を
防
ぎ
、
公
共
投
資
の
効
率
化
を
図

る
た
め
昭
和
43
年
に
制
定
さ
れ
、
一

定
の
成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。
長

野
県
で
は
、
長
野
市
・
松
本
市
な
ど

の
都
市
に
区
域
区
分
（
線
引
き
）
が

導
入
さ
れ
、
昭
和
46
年
に
は
旧
豊
科

町
で
導
入
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、地

方
都
市
に
お
い
て
も
開
発
圧
力
が
高

ま
る
な
か
で
、
土
地
利
用
や
建
築
物

に
一
定
の
制
限
を
か
け
る
こ
と
で
、

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
そ
う

と
運
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　

高
度
成
長
期
に
は
、
開
発
に
対
応

し
、
規
制
・
誘
導
を
図
る
こ
と
が
大

き
な
役
割
で
し
た
が
、
現
在
は
「
保

全
」
に
重
点
を
置
く
よ
う
に
な
っ
て

き
た
こ
と
か
ら
、
地
方
に
お
い
て
も

「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
と
い
っ
た
性

格
で
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
細
か
い
道
路
な
ど
も

計
画
さ
れ
ま
す
か
？

　

図
面
に
示
す
道
路
は
、
新
規
計
画

さ
れ
る
主
要
幹
線
や
今
後
整
備
が
必

要
と
な
る
主
要
道
路
な
ど
で
す
が
、

道
路
へ
の
歩
道
設
置
な
ど
今
後
の
整

備
方
針
に
つ
い
て
文
章
で
記
載
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
一
般
的
に
使
わ
れ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」と
マ

　
　
　

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
関

　
　
　

連
し
ま
す
か
？

　
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
言
葉
は
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
の
ま
ち

づ
く
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
検
討
を
行
っ
て
い
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

は
、
都
市
計
画
に
お
け
る
ま
ち
づ
く

り
の
目
標
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
有

す
る
こ
と
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ

く
り
計
画
と
の
連
携
強
化
の
役
割
を

担
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
計
画
づ
く
り
に
市
民
は

参
加
し
て
い
ま
す
か
？

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
住
民
参
加
・
住

民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
が
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
ま
す
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
で
も
市
民
の
皆
さ
ん
を
中
心
に

構
成
さ
れ
た
策
定
委
員
会
で
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。今
後
は
、多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
に

懇
談
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ

く
細
部
の
計
画
や
条
例
の
中
で
は
、

市
民
の
役
割
・
参
加
な
ど
を
明
確
に

す
る
予
定
で
す
。

Ｑ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

ま
ち
づ
く
り
条
例
と

　
　
　

の
関
連
性
は
？

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
「
土
地
利
用

の
方
針
」
を
達
成
す
る
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
条
例
制
定
の
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
。
来
年
2
月
ご
ろ
に
予
定
し

て
い
る
地
域
別
懇
談
会
で
は
、
こ
の

条
例
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

Ｑ
私
た
ち
は
ど
ん
な
時

に
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　
　
　

を
活
用
で
き
る
の
？

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
市
の
将
来

像
と
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
明
ら

か
に
し
、
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
に
し
て
い
く
か
を
示
す
計
画
で

す
。
今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ま
ち

づ
く
り
に
か
か
わ
る
上
で
の
「
参
考

書
」と
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
い
つ
ま
で
に　
　

決
定
す
る
の
？

　

10
月
ご
ろ
に
素
々
案
を
作
り
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
と
の
整
合
を

図
り
、
来
年
8
月
ご
ろ
の
策
定
を
目

指
し
ま
す
。

◆

　

皆
さ
ま
の
素
朴
な
疑
問
な
ど
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー

ル
、電
話
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ･･･

。

問
豊
科
総
合
支
所
内
都
市
計
画
課

計
画
係

（
72・３
１
１
１ 

72・３
５
６
９
）

mtoshikeikaku@city.azumino.nagano.jp

市政トピックス市政トピックス 注目
情報

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
て

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
参
考
書

市
は
現
在
、
土
地
利
用
制
度
の
統
一
に
向
け
、
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
以
下
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）」
と
、「
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
っ
て
何
？
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
と
は
？
、
土
地
利
用
制
度
と
の
関
係
は
？
・
・
・
」。

今
月
号
か
ら
都
市
計
画
に
関
す
る
計
画
に
つ
い
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
ま
す
。地方自治法第2条第4項

第1次安曇野市総合計画

計画期間H20～H29

10年間

長野県が定める

「整備・開発及び保全の方針」

5地域それぞれに策定済

都市計画法第6条の2

都市計画マスタープラン…都市計画法第18条2
（都市計画に関する基本的な方針）

809㌶
　この数字は、市内の用途地域の面積（豊科地域 499㌶・穂高地域 310㌶）です。用途地域は、積極的に開
発を進める場所として位置づけられていますが、建物などの用途（工場・商店・住宅など）の混在を防ぐた
めに 12 種類の用途地域により運用されています。三郷・堀金・明科地域には現在用途地域はありませんが、
新しい土地利用制度では、旧町村の中心となってきた場所について用途地域を定めていきたいと考えていま
す。（参考：安曇野市全域の面積 3 万 3,182㌶、5 地域合計の都市計画区域面積 1 万 9,841㌶）

あんな数字・こんな数字？ 　ミニコラム①



　第 3 回となる安曇野花火（実行委員会主催）が 8
月 14 日夜、明科御宝田遊水池西の犀川河川敷で開催
されました。
　県内各地の花火大会の中には、景気後退のあおり
を受けて規模の縮小や中止となった大会もある中、
本花火大会は商工会青年部など実行委員の皆さんの
努力が実り、昨年並みの 5,000 発を夜空に咲かせまし
た。
　集まった約 15,000 人の観客は、時折吹く涼しい風
の中、安曇野の夜を楽しみました。今年初めて設置
した升席もほぼ完売と好評で、目前から打ち上げら
れる迫力に、拍手と歓声があがっていました。

　第 2次大戦中にニューギニアで亡くなったと
される豊科出身の丸山続さんの手帳が8月12日、
孫の吉仁さん（豊科）ら遺族の元へ届けられま
した。この手帳は戦後、オーストラリア・マンリー
市の博物館が保管。同市と交流のある神奈川県
小田原市の関係者が尽力し、返還に至りました。
３女・まつみさんは、手帳を胸に当て、「やっと
父も戦争から逃れられた。父に抱かれた記憶は
ないが、今度は私が父を抱きしめようと思った」
と声を詰まらせながら話しました。

　財団法人・碌山美術館はこのほど、51 年前の
の館建設時の映像をまとめたDVDを完成させ
ました。8 月 28 日には関係者が市役所を訪れ、
完成したDVD12 本を図書館などに寄贈しまし
た。このDVDは、建設当時に等々力美貞さん（大
町市）が 8ミリカメラで記録したものにナレー
ションと音楽を加えて再編集したものです。映
像は碌山の生家と周辺のわさび田風景から始ま
り、起工から落成までの活動が収録されていま
す。さまざまな人が携わった美術館誕生までの
軌跡をたどることができます。

8/14 　安曇野花火

8/12　地元出身の旧日本兵の手帳が帰郷　

8/28　碌山美術館　建設の軌跡をDVDに

５,０００発が空を飾る

やっと戦争から逃れられた

映像に残る 誕生の軌跡

　長野県消防ラッパ吹奏大会が 8 月 2 日、
須坂市の県民須坂運動広場で開かれました。
この大会には、松本消防協会の大会で優勝
した市消防団音楽喇叭隊が出場。初となる
5 位入賞の快挙を成し遂げました。音楽喇
叭隊には 106 人が所属。火災予防啓発や団
員の士気高揚を図っています。今回の入賞
について、隊長の丸山宏章さん（豊科）は、
「楽器を触るのも初めてという団員が多い
中、みんなの努力が実を結んだ。目標を持ち、
年間を通じた活動に一層励みたい」と決意
を新たにしていました。

　アルプス花街道実行委員会主催の花の
じゅうたん「夢」「想」「花」が 8 月 23 日、
スワンガーデン安曇野で開かれました。平
林円香さん、丸山春香さん（豊科）から寄せ
られた図案を基に製作した縦 1.8㍍× 4.5㍍
の花のじゅうたんに、訪れた人は関心して
いました。今年は市内84団体1,369人が参加。
市内 5カ所でマリーゴールドを育てる活動
を行ってきました。花のじゅうたん製作に
参加した金森崇汰さん（小3穂高有明）は、「初
めて参加してみて楽しかった」と笑顔で話
してくれました。

　信州安曇野薪能（実行委員会主催）が 8月 22 日、明
科の龍門渕公園で開かれました。19 回目となる今回は、
名誉市民（故）青木祥二郎さんの長男・青木道喜さんのほ
か、人間国宝の片山九郎右衛門さんと野村萬さんなどを
迎えて行われました。
　そして初の試みとして、「鞍馬天狗」の稚児役に選ば
れた市内の 10 人の児童が、青木さんと共に舞台に出演
しました。出演者のひとりで、7月から週 1回の稽古を
重ねてきた滝沢愛佳さん（小 5・明科）は、「稽古は先
生が分かりやすく教えてくれた。本番は緊張したけど、
たくさんの友達と一緒にできて楽しかった」と当日の様

子を振り返りました。また、
昨年から公募で選ばれている
火入れ役には、北野麻実さん
（穂高・写真左）が務めるなど、
市民との関係がより親密なも
のになっています。

8/2　第 18 回長野県消防ラッパ吹奏大会

8/23　アルプス花街道イベント　

8/22　信州安曇野薪能

快挙！ ラッパが初入賞

花じゅうたんでお出迎え

幽玄の舞台 子どもたちが登場
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安曇野市教育委員会　　生涯学習だより教育委員会・公民館
　　▽▼▽▼▽▼

図書館
▽▼▽▼▽▼

　

今
年
も
各
地
域
で

運
動
会
・
体
育
祭
が

開
か
れ
ま
す

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す

オ

プ
ン
参
加
の
競
技
も
あ

り
ま
す

詳
細
は
各
地
域
公
民
館
・
体
育
館

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

香
道
を
気
軽
に
体
験
し
よ
う

●
日
時
　

月
4
日
（
日
）

　

午
前

時

時

分

●
場
所
　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

　

豊
科
２
３
４
１
　

豊
科
高
等
学
校

●
講
師
　

矢
上 

千
佳
子 

先
生
（
志
野
流
香

　

道
師
範
）
二
村 

泰
世 

先
生

●
定
員
　

人
（
先
着
順

受
講
不
可
に
な

　

た
人
の
み
連
絡
し
ま
す
）

●
材
料
費
　

1
回
５
０
０
円

●
持
ち
物
　

上
履
き
（
ス
リ

パ
）
白
い

ソ

ク
ス

●
受
付
開
始
　

9
月

日（
木
）午
前
9
時

●
申
し
込
み
　

･

１
１
５
１
ま
た
は

は
が
き
で
学
校
へ
事
前
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん

●
注
意
事
項
　

参
加
時
は
香
水
な
ど
か
お
り

の
強
い
も
の
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

日
商
簿
記
検
定
３
級
直
前
対
策
講
座

●
日
時
　

月

日（
水
）･

日（
木
）･

日

（
金
）
　

午
後
7
時

9
時

●
場
所
　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

穂
高
６
８
３
９

　

穂
高
商
業
高
等
学
校
南
校
舎
１
Ｆ
簿
記
室

●
講
師
　

藤
原 

慎
吾
先
生

●
定
員
　

人
〈

月

日（
日
）に
日
商
簿

記
３
級
を
受
験
す
る
人
〉

●
持
ち
物
　

簿
記
用
具

電
卓
（
ひ
ざ
掛
け

な
ど
防
寒
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
）

●
受
付
開
始
　

月
１
日（
木
）午
前
９
時

●
申
し
込
み
　

･

１
０
６
６
ま
た
は

は
が
き
で
学
校
へ
事
前
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん

古
代
の
三
郷
地
域
の
姿
を
想
う

　

三
郷
村
誌
の
内
容
を
ひ
も
と
き
な
が
ら

先
人
の
生
活
や
く
ら
し
を
学
ぶ
ふ
る
さ
と
講

座

今
回
は

三
郷
民
俗
資
料
館
に
収
蔵
さ

れ
て
い
る
考
古
遺
物
に
触
れ

古
代
の
三
郷

地
域
の
様
子
に
つ
い
て
学
び
ま
す

ま
た

地
域
内
の
遺
跡
に
も
出
向
き
ま
す

●
日
時
　

月

日（
水
）午
前
９
時

午
後

４
時
ご
ろ

●
場
所
　

三
郷
民
俗
資
料
館
ほ
か

●
講
師
　

百
瀬 

新
治
先
生

　
　
　
　

（
穂
高
北
小
学
校
校
長
）

●
定
員
　

人
（
先
着
順
）

●
受
講
料
　

２
０
０
円

●
持
ち
物
　

昼
食
・
筆
記
用
具
・
敷
物
（
座

布
団
）・
雨
具

●
申
し
込
み
　

三
郷
公
民
館
へ

月
９
日

（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

運
動
会
へ
行
こ
う

社
会
教
育
課
ス
ポ

ツ
振
興
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５ 

学
校
開
放
講
座

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５ 

ふ
る
さ
と
講
座

三
郷
公
民
館

　
　

77
・
２
１
０
９ 

76
・
３
０
７
７

選
書
ツ
ア

参
加
者
募
集

　

市
の
図
書
館
に
所
蔵
す
る
図
書
を
選
ん
で

い
た
だ
く
「
選
書
ツ
ア

」
を
開
催
し
ま
す

●
日
時
　

月

日
（
木
）

●
場
所
　

山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ

●
日
程
　

集
合
　

豊
科
近
代
美
術
館
駐
車
場

午
前
８
時
出
発（
現
地
ま
で
バ
ス
で
移
動
）

　

午
前

時
現
地
着
　

　

午
後
４
時

ご
ろ
豊
科
近
代
美
術
館
着

●
選
書
冊
数
　

１
人

冊
ま
で

●
参
加
費
　

昼
食
代
（
千
円
程
度
）

●
募
集
人
数
　

約

人
　

応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選

●
応
募
資
格
　

市
内
在
住
で

歳
以
上
の
人

（
学
生
除
く
）

●
募
集
期
間
　

９
月

日
（
金
）

月

日
（
土
）

●
応
募
方
法
　

は
が
き
に
「
選
書
ツ
ア

参

加
希
望
」
と
記
入
し
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
の
上

次
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
（
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
）

●
応
募
先

〒
３
９
９
・
８
３
０
３

安
曇
野
市
穂
高
６
７
６
５
番
地
２

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ

み
ら
い
内

安
曇
野
市
中
央
図
書
館

「
図
書
館
を
知
ろ
う
！
②
」開
催

　

新
し
く
開
館
し
た
中
央
図
書
館
を
よ
り
皆

さ
ん
に
知

て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
す
る

こ
の
講
座

２
回
目
の
今
回
は

レ
フ

レ

ン
ス
サ

ビ
ス
（
調
査
・
相
談
）
を
中
心
に

各
種
の
サ

ビ
ス
の
説
明
と
活
用
法
を
紹
介

し
ま
す

●
日
時
　

９
月

日
（
日
）
午
前

時

●
場
所
　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ

内
地
域

学
習
室

●
定
員
　

先
着

人
（
事
前
申
込
不
要
）

10
月
18
日（
日
）各
地
域
で

市
民
運
動
会
・
体
育
祭
を
開
催

地域 運動会・体育祭 会  場 開会式

豊科 豊科さわやか市民運動会
豊科公民館（472・2158 673・6401） 県民豊科運動広場 午前8時30分～

穂高 安曇野市穂高地域市民運動会
穂高公民館（482・5970 682・3990） 穂高東中学校校庭 午前8時30分～

三郷 安曇野市三郷地域市民運動会
三郷公民館（477・2109 676・3077）三郷文化公園グラウンド 午前8時30分～

堀金 堀金地域市民体育祭
堀金総合体育館（4672・6340） 堀金小学校グラウンド 午前9時00分～

明科 明科地域市民体育祭
明科公民館（462・4605 662・5894）龍門渕公園運動広場 午前8時30分～

上松美香デビュー10周年記念コンサート ～虹色の“みらい”へ～
　穂高交流学習センター「みらい」

481・3111 682・0966

●日時　11 月 21日 ( 土 ) 開場 13：00　開演 14：00（16：00終了予定）
●会場　みらい多目的交流ホール
●出演　アルパ：上松 美香　ギター：藤間 仁
●入場料　〈全席指定〉1,000 円　チケット発売開始　10月 2日（金）9：00～みらい窓口にて
●演奏予定曲目　コーヒー・ルンバ　作曲：ホセ・マンソ
　　　　　　　　光の記憶　BSジャパン「写真家たちの日本紀行」テーマ　作曲：上松美香
　　　　　　　　イエスタデイ・ワンス・モア ～カーペンターズより～
　　　　　　　　作曲：リチャード・カーペンター　　　　　　　　　　ほか
※やむを得ず曲目が変更になる場合がございます。あらかじめご了承ください。
　また、未就学児の入場はご遠慮願います。

中
央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

ドキドキ・ワクワクお話の世界

10月の おはなし会
中央　おはなしのとびら
中央図書館おはなしのへや（484・0111）

毎週水曜日 10：30～（乳幼児対象）

中央　おはなしとしょかん
中央図書館おはなしのへや（484・0111）

１７日（土） 10：30～（乳幼児対象）
 11：20～（幼児以上対象）

豊科　ちいさいたんぽぽ（乳幼）・おはなしたんぽぽ（幼以上）
豊科公民館和室 (472・2158）

１６日（金） 11：00～（乳幼児対象）
 16：30～（幼児以上対象）

三郷　ポケットの会
三郷公民館児童室 (476・3078）

１０日（土） 10：30～（乳幼児～大人対象）

堀金　おはなしのへや
堀金図書館児童コーナー (472・5796）

８日（木） 10：30～（乳幼児対象）
２１日（水） 16：15～（幼児以上対象）

紹介する人

山 穂美さん（三郷中学校教諭）

「
き
つ
ね
の
お
き

く
さ
ま
」

あ
ま
ん 

き
み
こ
・
ぶ
ん

二
俣 

英
五
郎
・
え

お
す
す
め
の
一
冊

　行き場のないひよこを、はらぺこきつねが助けると
ころから物語は始まります。ひよこを食べようとして
いたきつねは、ひよこから発せられる素直な言葉を受
けて、次第に変わっていき・・・。
　今年の春、先輩の先生にご紹介いただいたこの本を、
すっかり気に入ってしまい、中学校の生徒たちにも読
み聞かせをしました。
　物語を通して描かれる、素直な気持ちの大切さや変
われることの素晴らしさに、何度読んでも感動します。
　涙なくしては読めないラストは、きっと切なくもあ
たたかな気持ちにしてくれると思います。

182009.9.23　広報あづみの19 広報あづみの　2009.9.23

中央図書館映画上映会　10月
　中央図書館では第2・4金曜日に映画上映会を行っています。
　　　　場所：みらい多目的交流ホール
　　　　時間：開場　午後 6時 30 分　　開演　午後 7時
　　　　定員：先着 200 人（事前申込不要）

日 上映作品名

10 月 9 日「恐るべき子どもたち」（1950 年フランス作品）

10 月 23 日「禁じられた遊び」（1952 年フランス作品）



　

市
で
は

新
規
就
農
者
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す

●
募
集
内
容

▽
住
所
　

三
郷
小
倉
１
３
３
０
番
地
3
Ｂ
棟

▽
種
別
　

一
階
建
て

▽
間
取
り
2
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
バ
ス・ト
イ
レ
付
）

●
家
賃
　

月
額
1
万
5
千
円

●
入
居
期
間

11
月
１
日

原
則
5
年
間

●
入
居
資
格
　

市
内
で
就
農
し
て
5
年

以
内
の
者

も
し
く
は
3
年
以
内
に

市
内
で
就
農
す
る
こ
と
が
確
実
な
農

業
研
修
者
で

農
業
経
営
に
意
欲
的

か
つ
現
実
的
な
営
農
計
画
を
も
ち

農
業
の
担
い
手
と
し
て
市
の
農
業
の

活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
者

●
申
し
込
み
　

10
月
7
日
（
水
）
ま
で

に

三
郷
総
合
支
所
内
産
業
建
設
課

備
え
付
け
の
入
居
申
込
書
・
営
農
計

画
書
に
記
載
し

添
付
書
類
と
合
わ

せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

10
月
1
日
は
「
法
の
日
」
で
す

検

察
庁
で
は

模
擬
裁
判
な
ど
を
通
じ
て

法
律
家
の
仕
事
を
体
験
す
る
中
学
生
の

職
業
体
験
を
受
け
入
れ
た
り

職
員
を

学
校
な
ど
に
派
遣
し
た
り
す
る
法
教
育

出
前
授
業
を
し
て
い
ま
す

ま
た

裁

判
制
度
の
説
明
や

公
判
傍
聴
の
ご
案

内
も
し
て
い
ま
す

ご
希
望
の
人
は
お

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み

　

長
野
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

　

（
０
２
６･

２
３
２･

０
７
４
６
）

　

農
業
委
員
会
事
務
局
で
は
出
張
相
談

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

●
日
時

10
月
　

5
日（
月
）・
6
日（
火
）

　
　
　

7
日（
水
）

11
月
　

5
日（
木
）

　
　
　
　

6
日（
金
）・
9
日（
月
）

　

12
月
　

4
日（
金
）・
7
日
（
月
）

　
　
　
　

8
日（
火
）

い
ず
れ
も
午
前
8
時
30
分

午
後
5
時
15
分

●
場
所
　

各
総
合
支
所
内
産
業
建
設
課

▽
新
し
い
保
険
証
カ

ド
が
9
月
末
日

ま
で
に

国
保
世
帯
の
世
帯
主
に
家

族
分
ま
と
め
て
郵
送
さ
れ
ま
す

▽
10
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
を
受
診

す
る
際
は

新
し
い
保
険
証
カ

ド

を
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い

▽
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
保
険
証
カ

ド

は
破
り
捨
て
る
か

お
近
く
の
総
合

支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
に
返
却
し
て

く
だ
さ
い

▽
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
場
合

は

社
会
保
険
証
と
保
険
証
カ

ド

を
持
参
の
う
え

お
近
く
の
総
合
支

所
市
民
福
祉
課
窓
口
に
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い

　

児
童
手
当
の
6
月

7
月

8
月

9
月
分
が
10
月
15
日
（
木
）
に
振
り
込

み
に
な
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い

支
給
の
対
象
と
な
る
の
は

小
学

校
6
年
生
ま
で
の
児
童
で
す

現
況
届

を
提
出
し
て
い
な
い
人
に
は
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
せ
ん

先
に
ご
案
内
の
と
お

り
至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い

ま
た

10
月
以
降
に
提
出
の
場
合
は

提
出
後

に
随
時
振
り
込
み
と
な
り
ま
す

　

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
で
は

「
私
達
の
健
康
は
私
達
の
手
で
」
を
ス

ロ

ガ
ン
に

食
を
通
じ
た
ボ
ラ
ン
テ

ア
活
動
を
す
る
ヘ
ル
ス
サ
ポ

タ

を
養
成
す
る
講
座
「
ヘ
ル
ス
サ
ポ

タ

21
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

ヘ

ル
ス
サ
ポ

タ

と
は

自
分
の
体
を

見
直
し

日
常
生
活
の
な
か
で
健
康
づ

く
り
を
実
践
す
る
人
を
い
い
ま
す

健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か

●
日
時
　

10
月
22
日
（
木
）

午
前
9
時

午
後
１
時

●
場
所
　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ

●
内
容
　

講
義

調
理
実
習
等

●
持
ち
物
　

エ
プ
ロ
ン

三
角
き
ん

●
定
員
　

30
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費
　

無
料

●
申
し
込
み
　

10
月
1
日（
木
）
9
日

（
金
）ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　

複
十
字
シ

ル
運
動
は

結
核
や
肺

が
ん

そ
の
他
の
胸
部
疾
患
を
な
く
し

て
健
康
で
明
る
い
社
会
を
目
指
し
行
わ

れ
て
い
る
募
金
活
動
で
す

こ
の
運
動

は

現
在
約
80
カ
国
で
行
わ
れ

結
核

撲
滅
の
意
識
を
広
め
る
た
め
の
シ

ル

が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す

左
記
の
と
お

り
募
金
活
動
を
行
い
ま
す
の
で

皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

●
募
金
期
間
　

9
月
28
日
（
月
）

10
月
9
日
（
金
）

●
募
金
箱
設
置
場
所
　

各
総
合
支
所
お

よ
び
各
保
健
セ
ン
タ

　

松
本
広
域
連
合
で
は

圏
域
内
の
宿

場
な
ど
歴
史
の
名
所
を
歩
き

身
近
な

歴
史
に
触
れ
る
と
と
も
に

健
康
づ
く

り
に
も
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
松
本
広

域
圏
歴
史
の
道
ウ
オ

ク
を
行
い
ま
す

●
日
時
　

10
月
24
日（
土
）（
雨
天
決
行
）

※
午
前
8
時
30
分
受
付

●
コ

ス
　

Ｊ
Ｒ
中
央
西
線
洗
馬
駅
集

合
―
追
分
―
郷
原
宿
―
塩
尻
市
役
所

広
丘
支
所
（
と
ん
汁
）
―
村
井
宿
―

Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
線
平
田
駅
解
散
（
延
べ

歩
行
距
離
14

）

●
対
象
　

参
加
者
は
松
本
広
域
市
町
村

圏
内
在
住
の
人
に
限
り
ま
す

●
参
加
費
　

1
人
５
０
０
円

●
定
員
　

２
０
０
人
※
募
集
定
員
を
上

回

た
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す

●
申
し
込
み
　

10
月
7
日（
水
）（
当
日

消
印
有
効
）
ま
で
に

往
復
は
が
き

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
し

お
申
し
込
み
く
だ
さ

い

グ
ル

プ
な
ど
で
応
募
す
る
場

合
は

同
一
は
が
き
に
参
加
者
全
員

の
氏
名
・
年
齢
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い

後
日

参
加
者
に
参
加
決
定
通

知
と
日
程
表
を
お
届
け
し
ま
す

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
９
９
‐
０
８
７
４

松
本
市
大
手
3
‐
8
‐
13

松
本
市
役
所
大
手
事
務
所
6
階

松
本
広
域
連
合 

福
祉
・
地
域
課
内

「
松
本
広
域
圏
歴
史
の
道
ウ
オ

ク

実
行
委
員
会
事
務
局
」
宛

　

（
34
・
３
２
５
０
）
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月
は

児
童
手
当
の
振
り
込
み
月
で
す

児
童
保
育
課
児
童
係

（

・
０
７
２
７ 

・
０
７
０
３
）

ヘ
ル
ス
サ
ポ

タ

養
成
講
座

参
加
者
の
募
集

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

（

･

０
７
２
６ 

･

０
７
０
３
）

三
郷
新
規
就
農
者
住
宅

入
居
者
の
募
集

産
業
建
設
課
産
業
振
興
係

（

･

３
１
１
１ 

・
６
０
６
０
）

法
ま
も
る
心
が
築
く
よ
い
社
会

「
法
の
日
」週
間

総
務
課
庶
務
係

（

･

２
０
０
０ 

･

５
０
０
０
）

月
１
日
か
ら

国
保
保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

市
民
課
国
保
年
金
担
当

（

･

３
１
３
１ 

･

６
６
２
２
）

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

農
業
委
員
会
事
務
局

出
張
相
談
日

農
業
委
員
会
事
務
局

（

･

３
１
１
１ 

・
６
０
６
０
）

結
核
予
防
・
複
十
字
シ

ル

募
金
協
力
の
お
願
い

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

（

･

０
７
２
６ 

･

０
７
０
３
）

松
本
広
域
圏

歴
史
の
道
ウ
オ

ク

企
画
政
策
課
企
画
担
当

（

・
２
０
０
０ 

・
１
２
２
３
）
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Information

情
報
ボ

ク
ス

本

堀

安

豊

穂

三

明

健

市
役
所
本
庁
舎

県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
総
合
支
所

穂
高
総
合
支
所

三
郷
総
合
支
所

堀
金
総
合
支
所

明
科
総
合
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ

せ

ら

知

お
あいさつは
心を開く第一歩
豊科高家　

増田早苗

人 権 コ ラ ム

　2カ月前、日本中が日食で湧き、太陽と月と地球の
役割の違いを五感で感じた日でもありました。同時に、
地球上の国々にはさまざまな風土、文化、人種の違
いがあること、そして、その縮図が家庭という単位に
あるのではないかと思いをめぐらせました。
　例えば、祖父母、両親、子とそれぞれに立場の
異なる存在が相まって自然に人権が生まれ、良き家
族の姿が現れ、そのバランスが崩れると家庭崩壊に
繋がるように思えます。
　人が幸せを願うことは永遠の課題です。しかし、
現実はいじめ、虐待等々、不安材料は枚挙にいとま
がない社会です。この中で小さな風を起こそうと、豊
科地域の人権教育推進協議会は挨拶運動を提唱
し、小・中学校、地域ぐるみで行った笑顔の挨拶で、
心が爽やかになりました。また、挨拶をして挨拶を返
さない子どもは一人もいませんでした。本当に嬉しい
ことです。
　私も「一人を大切に」を信条に、福祉委員の仕
事に携わらせて頂き思うことは、こちらが心を開いてこ
そ、相手も心を開いて下さるということでした。
　その些細なことが、幸せの輪を広げることも事実で
す。この事実を踏まえ思うことは、人権とは、一人ひ
とりが幸せに生きる権利のために努力していくことだと
感じました。
　「桜梅桃梨」という言葉の如く、それぞれの個性
を認め合い、尊重と対話を通し、思いやりのもてる人
に成長することも、自身の人権かなと思いながら過ご
す今日この頃です。



本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

　

特
定
外
来
生
物
（
植
物
）
を
紹
介
し

ま
す
。
身
近
に
発
生
す
る
場
合
は
駆
除

を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
環
境
省

自
然
環
境
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.env.go.jp/nature/

intro/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

県
司
法
書
士
会
で
は
、
無
料
法
律
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
不
動
産
・
会
社

の
登
記
・
裁
判
所
へ
の
提
出
書
類
の
作

成
・
相
続
・
高
齢
者
障
害
者
等
の
財
産
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
な
ど
多
重
債
務

の
問
題
な
ど
、
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

●
相
談
日　

10
月
2
日
（
金
）

午
後
1
時
～
4
時

●
場
所　

・
豊
科
公
民
館
中
会
議
室

・
穂
高
会
館
体
育
館
会
議
室

・
三
郷
公
民
館
第
1
、
第
2
講
義
室

・
堀
金
総
合
支
所
1
階
相
談
室

・
明
科
総
合
支
所
第
3
会
議
室

●
申
し
込
み　

9
月
25
日（
金
）～
10
月

1
日（
木
）（
土
日
は
除
く
）
午
前
8

時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
ま
で
の

間
、
電
話
で
予
約
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。
定
員
に
達
し
次
第
、
受

付
を
終
了
し
ま
す
。

　

県
行
政
書
士
会
で
は
、
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
相
続
・
遺
言
・
成
年
後

見
・
土
地
の
賃
貸
、
売
買
な
ど
の
手
続
、

農
地
転
用
・
建
設
業
許
可
申
請
な
ど
事

業
活
動
上
の
手
続
、外
国
人
と
の
結
婚
・

永
住
許
可
申
請
な
ど
の
手
続
で
お
困
り

の
人
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
話
無
料
相
談

●
相
談
日
時　

10
月
1
日（
木
）～
3
日

（
土
）　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

（
０
２
６･

２
２
４
・
１
３
０
０
）

面
接
に
よ
る
無
料
相
談

●
日
時　

10
月
18
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
4
時

●
場
所　

ほ
り
が
ね
物
産
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み　

直
接
会
場
へ
お
出
掛
け

く
だ
さ
い
。
混
雑
す
る
場
合
は
お
待

ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします 広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

名称 内容 日時・場所 定員・費用 備考

学
ぶ

安曇野病診連携懇話会
市民健康公開講座

市医師会と市内の病院などの医療機
関が一体となり、地域医療の充実を
目的に、健康に関する情報を発信し
ていきます。今回は、こどもの身近
に起こるけがや病気について、専門
的な立場から分りやすく説明します。

時：10 月 18 日（日）
　　14：00～16：00
　　（開場 13：30）
所：安曇野スイス村
　　サンモリッツ
　　大ホール

料：無料
定：入場整理券が必要

です。医師会所属
の診療所、市内の
病院にあります。

問：安曇野病診連携懇話会
　　（472・2160）

安曇野赤十字病院
看護師復帰支援
プログラム

看護師資格を持っていて、職場復帰
を考えている人を対象にした研修会
を開催します。「最近の医療看護の
動向」「急変時の対応」「感染対策、
医療安全」「採血、吸引実習」など
です。

時：10月5日（月）～
　　8日（木）
　　各日とも9：00～正午
所：安曇野赤十字病院

定：10 人
※看護師資格要
料：無料

問：安曇野赤十字病院看護部
　　小西さん
　　（472・3170 672・2314）

松本短期大学主催
生と死の狭間のいのち
の支援～すべての人に
は大切ないのちの時が
ある～

ご家族を亡くされた皆さんは癒し難い
命の喪失感を経験します。北九州市
の療育センターで、悲しみを抱えた家
族に長年寄り添ってきた武田康男さん
を講師に迎え、命について考えます。

時：10 月 3 日（土）
　　15：30 ～ 17：00
所：松本短期大学

料：無料 問：松本短期大学
　　（458・4417 658・3643）

松本短期大学主催
福祉・介護サービス
チャレンジ教室

福祉・介護を取り巻く現状を学び、
移動、食事、入浴、排泄の介護方法
なども実戦的に学びます。介護に関
心のある人ならどなたでも受講でき
ます。

時：10月10日、17日、　
　　11月14日、21日
　　28 日すべて土曜日
　　各回とも、
　　13：00 ～ 16：00
所：松本短期大学

料：無料
（1回のみの参加でも可能）

問：松本短期大学
　　（458・4417 658・3643）

※氏名、年齢、住所、電話
番号をお書きのうえお申し
込みください。

催
し

第 3 回
安曇野祭り囃子演奏会

市内には伝統ある祭りばやしがそれ
ぞれ受け継がれています。各地域を
代表する８つの祭りばやしが一堂に会
し、個性あふれる演奏を披露します。

「浦安の舞」の演舞、コーラスグルー
プの合唱、豊科高校吹奏楽部の演奏
もあります。

時：10 月 11 日（日）
　　13：00 ～ 15：30
所：国営アルプス
　　あづみの公園

料：無料
（当日は無料入園日）

問：国営アルプスあづみの公園
（471・5511）

　　または実行委員会長平田さん
（482・4778）

あづみ野寄席 2009
春風亭昇太
林家たい平
二人会

市商工会では、笑点でおなじみの春
風亭昇太、林家たい平、日向ひまわ
り出演による公演を開催します。秋
の夜長に落語はいかが。

時：10 月 21 日（水）
　　開場：18：30
　　開演：19：00
所：豊科公民館
　　大ホール

料：前売り券
　　（指定席）：4,000 円
　　（自由席）：3,000 円
　　当日券
　　（指定席）：5,000 円
　　（自由席）：4,000 円

問：市商工会豊科支所
（472・2986 672・8461）
※前売り券 9 月 28 日（月）
より発売。販売店など詳し
くはお問い合わせください。

時 所 定 料 問 申＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金 ＝問い合わせ ＝申し込み後 な援 ど

安
曇
野
の
環
境
を
守
り
た
い

特
定
外
来
生
物
の
駆
除
に
ご
協
力
を

問
穂
環
境
課

（

82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

問
本
総
務
課
庶
務
係

（

71･

２
０
０
０ 

71･

５
０
０
０
）

行
政
書
士
無
料
相
談

問
本
総
務
課
庶
務
係

（

71･

２
０
０
０ 

71･

５
０
０
０
）

◎注意　オオカワジシャに類似した植物に絶滅危惧種のカワジ
シャがあります。生育場所もオオカワジシャと同じですが、草高
が 0.2 ～ 0.6m と低く、オオカワジシャよりやや小さい白色の花
を付けます。市内には両方生育していますので注意が必要です。

◇お詫びと訂正◇
広報あづみの 87 号（9 月 2 日発行）
● 6 ページ　養護老人ホーム
温心寮職員の募集

【誤】社会教育課スポーツ振興係
【正】高齢者介護課高齢者福祉係
● 12 ページ　映画「オルフェ」

【誤】19 月【正】9 月
● 14 ページ　穂高　芸能まつり

【誤】11月１日（月）【正】11月１日（日）
豊科　菊花展

【誤】10月30日（金）【正】10月29日（木）
豊科　盆栽展・華道展

【誤】10月29日（木）【正】10月30日（金）
お詫びして訂正します。

そ
の
１　

オ
オ
カ
ワ
ジ
シ
ャ

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
ジ
ア
北
部
原
産

の
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
の
植
物
で
、
流
れ

の
緩
や
か
な
河
川
内
や
岸
辺
、
湿
地
、

水
田
等
に
生
育
し
、
草
高
は
０
・
３
～

１
㍍
に
な
り
ま
す
。
開
花
期
は
4
～
9

月
で
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
に
似
た
青
紫

色
の
小
さ
な
花
を
つ
け
ま
す
。
繁
殖
力

が
強
い
た
め
、
短
期
間
に
他
の
植
物
を

駆
逐
し
群
落
を
形
成
し
ま
す
。

そ
の
２　

オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ

　

北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
キ
ク
科
の
植
物

で
、
路
傍
、
荒
地
、
畑
地
、
湿
原
、
河

川
敷
等
に
生
育
し
、
草
高
は
1
～
3
㍍

に
な
り
ま
す
。開
花
期
は
7
～
10
月
で
、

黄
色
い
花
を
つ
け
ま
す
。上
部
の
葉
は
、

柄
が
短
い
か
無
く
、
や
や
細
長
い
丸
い

葉
を
つ
け
ま
す
。
下
部
の
葉
は
長
い
柄

が
あ
り
、
5
～
7
に
手
の
ひ
ら
状
に
裂

け
た
葉
を
つ
け
ま
す
。

▽オオカワジシャの花

▽オオハンゴンソウの花

◎注意　オオハンゴンソウに類似した植物に園芸種のルドベキア
があります。草高は 1 ～ 1.5mでオオハンゴンソウに比べ低く、
葉は手のひら状に裂けずやや細長い丸い葉をつけます。花の大
きさは、オオハンゴンソウと同等かより大きく、黄色みが強くな
ります。こちらは特定外来生物ではありませんので、栽培しても
問題ありません。

▽下部の葉
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対
象
と
な
る
人
は

市
県
民
税
を
納
め
て
い
る
人
の

う
ち
、
65
歳
以
上
で
年
度
の
初

日
（
4
月
1
日
）
に
老
齢
基
礎

年
金
な
ど
の
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
で
す
。
た
だ
し
次
に
該
当
す
る
人
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
公
的
年
金
額
が
18
万
円
未
満
の
人

・
公
的
年
金
に
係
る
市
県
民
税
額
が
、
公

的
年
金
の
給
付
年
額
を
超
え
る
人

・
介
護
保
険
料
が
公
的
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
て
い
な
い
人

天
引
き
さ
れ
る
税
額
は

対
象
と
な
る
の
は
、
公
的
年
金

の
所
得
に
対
し
て
計
算
さ
れ

る
市
県
民
税
で
す
。
給
与
所
得

や
事
業
所
得
に
係
る
市
県
民
税
は
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
ま
せ
ん
。

天
引
き
と
な
る
公
的
年
金
は

老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
理

由
と
す
る
年
金
（
老
齢
基
礎
年

金
、
老
齢
厚
生
年
金
、
退
職
共

済
年
金
な
ど
）
が
天
引
き
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

天
引
き
方
法
は
ど
う
な
る
の

10
月
支
給
分
の
公
的
年
金
か

ら
天
引
き
が
始
ま
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
公
的
年
金
に
係
る
市
県

民
税
の
税
額
が
、
平
成
21
年
度
は
4
万
８

０
０
０
円
、
平
成
22
年
度
は
4
万
５
０
０

０
円
と
仮
定
し
た
Ａ
子
さ
ん
の
場
合
を
例

に
、
流
れ
を
下
図
に
示
し
ま
す
。

納
付
方
法
の
選
択
は
で
き

ま
す
か

公
的
年
金
に
か
か
る
市
県
民
税

に
つ
い
て
は
、
納
付
方
法
の
選

択
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
公
的
年
金
の
所
得
に
対
す
る
税

額
分
は
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
度
の
途
中
で
税
額
が
変

更
に
な
っ
た
場
合
は

公
的
年
金
か
ら
の
天
引
き
が
中

止
さ
れ
、
残
り
の
税
額
は
納
付

書
な
ど
に
よ
り
ご
自
身
で
納
め

て
い
た
だ
く
方
法
へ
変
更
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
市
県
民
税
の
賦
課
期
日
（
１
月
１
日
）

以
降
に
転
入
・
転
出
し
た
場
合
も
、
公
的

年
金
か
ら
の
天
引
き
は
中
止
に
な
り
ま
す
。

公
的
年
金
と
給
与
、
ま
た
は
、

事
業
所
得
が
あ
る
場
合
は
ど

う
な
り
ま
す
か

公
的
年
金
の
所
得
に
対
し
て
計

算
さ
れ
る
市
県
民
税
の
み
が
天

引
き
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ

れ
以
外
の
給
与
所
得
や
、
農
業
・
不
動
産
・

営
業
な
ど
の
事
業
所
得
に
か
か
る
市
県
民

税
の
納
付
方
法
は
今
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ

ん
。（
下
図
参
照
）

公
的
年
金
を
２
カ
所
か
ら
受

給
し
て
い
る
場
合
、ど
の
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
る
の
で
す
か

2
カ
所
以
上
か
ら
公
的
年
金

を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
、
次

の
表
の
順
序
に
よ
り
、
一
つ
の

年
金
か
ら
天
引
き
と
な
り
ま
す
。

65
歳
未
満
の
公
的
年
金
受
給

者
で
、
市
県
民
税
を
納
め
て

い
る
人
は

65
歳
未
満
で
給
与
分
と
公
的
年

金
分
の
市
県
民
税
を
合
算
し
て

給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

人
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
改
正
に
よ
り
、

公
的
年
金
に
係
る
税
額
が
給
与
か
ら
天
引

き
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
給
与
分
の
税

額
は
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
分
の
税
額
は
ご
自
身
で
納
め
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
納
付
書
な
ど
に
よ

り
ご
自
身
で
市
県
民
税
を
納
め
て
い
る
人

に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
と
同
じ
納
付
方
法

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

豊
科
総
合
支
所
内
市
民
税
課

　
（
72･

３
１
１
１ 

72･

８
３
４
０
）

税のＱ＆Ａ

公
的
年
金
か
ら
の

市
県
民
税
の
天
引
き
が

始
ま
り
ま
す

現
在
、
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
る
公
的
年
金
に
か
か
る
市
県
民
税
は
、

10
月
支
給
分
の
公
的
年
金
か
ら
天
引
き
で
納
付
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
市
県
民
税
の
納
付
方
法
が
変
更
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
年
間
の
税
額

の
計
算
方
法
は
今
ま
で
と
同
じ
で
、
新
た
な
税
負
担
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、こ
の
制
度
に
よ
り
確
定
申
告
や
市
県
民
税
の
申
告
の
方
法
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

納付月 平成 21 年
６月 ８月 10 月 12 月 平成 22 年

２月
徴収方法 納期ごとに、納付書か口座振替で納付 公的年金の支払い月に天引きで納付

徴収税額 年税額の１/ ４ずつ 年税額の１/ ６ずつ
Ａ子さんの年税額

48,000 円 12,000 円 12,000 円 8,000 円 8,000 円 8,000 円

納付月 平成 22 年
４月 ６月 ８月 10 月 12 月 平成 23 年

２月
徴収方法 公的年金の支払い月に天引きで納付

徴収税額 前年度２月分と同じ額を３回仮徴収 年税額から、前半に仮徴収した分を差し引
いた残額を３回に分割

Ａ子さんの年税額
45,000 円 8,000 円 8,000 円 8,000 円 7,000 円 7,000 円 7,000 円

Ａ子さんの場
合を例に見て
みましょう。

65 歳以上の公的年金受給者で、市県民税を納付している皆さんへお知らせです。

☞

Ａ子さん

●今までの場合

給与分の税額

公的年金分の税額

農業・不動産・営業
など事業所得分の税額

公的年金分の税額

合算して給与から天
引きするか、自分で
納付

合算して自分で納付

●平成 21年 10 月以降はこうなります

給与分の税額

公的年金分の税額

農業・不動産・営業
など事業所得分の税額

公的年金分の税額

今までどおり給与から天
引きするか、自分で納付

年金から天引き

今までどおり
自分で納付

年金から天引き

１ 社会保険庁の老齢基礎年金

２ 社会保険庁の国民年金（老齢・通算老齢年金）

３ 社会保険庁の厚生年金（老齢・通算老齢年金）

４ 社会保険庁の船員保険（老齢・通算老齢年金）

５ 国家公務員共済連合会の退職・減額退職・通算退職年金

６ 移行農林年金のうち退職・減額退職・通算退職年金

７ 日本私学振興・共済事業団の退職・減額退職・通算退職年金

８ 地方公務員共済組合連合会の退職・減額退職・通算退職年金

●２カ所以上から受給している場合の天引き順序



安曇野の味

　

堀
内
良
子
さ
ん
は

主
婦
仲
間
の
浅

野
辰
子
さ
ん

丸
山
逸
子
さ
ん
と
一
緒

に
ウ
オ

キ
ン
グ
を
続
け
て
い
ま
す

昨

年
は
健
康
講
座
に
参
加
す
る
な
ど
健

康
に
気
を
配

て
い
ま
す

―
健
康
講
座
に
参
加
し
た
き

か
け
は

　

退
職
後
は

気
分
も
楽
に
な
り

家

で
は
つ
い
食
事
が
楽
し
み
に
な

て
い

ま
し
た

昨
年
受
け
た
健
康
診
断
で
メ

タ
ボ
リ

ク
シ
ン
ド
ロ

ム
の
リ
ス
ク

が
高
い
と
指
摘
を
受
け
た
の
で
健
康
講

座
に
参
加
し
て
み
よ
う
と
思

た
か
ら

で
す

―
健
康
講
座
と
保
健
指
導
を
受
け
て
良

　

か

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

　

食
事
の
見
直
し
を
は
じ
め

年
齢
に

合

た
運
動
の
仕
方
を
運
動
実
践
指
導

者
と
保
健
師
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
良

か

た
で
す

―
改
善
し
た
事
は
あ
り
ま
す
か

　

正
し
い
ウ
オ

キ
ン
グ
と
筋
力
ト
レ

ニ
ン
グ
を
継
続
し
た
と
こ
ろ

身
体

が
柔
ら
か
く
足
腰
が
し

か
り
し

メ

タ
ボ
リ

ク
シ
ン
ド
ロ

ム
の
改
善
に

つ
な
が
り
ま
し
た

―
続
け
る
コ
ツ
は
あ
り
ま
す
か

　

自
分
で
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
無
理
せ

ず
行
い
体
重
な
ど
を
記
録
す
る
こ
と

自
分
の
た
め
の
時
間
を
わ
ず
か
で
も
つ

く
る
こ
と
で
す

―
こ
れ
か
ら
始
め
る
人
へ
メ

セ

ジ

　

を
お
願
い
し
ま
す

　

講
座
と
保
健
指
導
に
費
用
は
か
か
り

ま
せ
ん

ご
自
身
の
た
め
に
も
参
加
し

て
は
ど
う
で
し

う
か

　
　

保
健
師
か
ら
一
言

　

生
活
習
慣
を
見
直
し

自
分
の
健
康

目
標
を
立
て

毎
日
の
食
事
や
運
動
の

実
践
で
メ
タ
ボ
リ

ク
シ
ン
ド
ロ

ム

の
リ
ス
ク
が
改
善
で
き
ま
す

身
近
な

事
か
ら
始
め
ま
し

う

仲
間
と
楽
し
く
ウ
オ

キ
ン
グ

今月の料理人

中山 芳子さん
豊科

安曇野の味

緑黄色野菜の
みそがらめ

●作り方
①：かぼちゃは１～ 2㌢の角切り、
にんじんは 5㍉くらいのいち
ょう切り、オクラは一口大に
切って硬めにゆでておく。

②：鍋にサラダ油を熱し、みそ、
みりんを入れてから野菜を入
れ、水気がなくなるまでから
め、最後にオクラを入れる。

③：器にいろどりよく盛りつけた
ら完成です。

注：野菜の切り方が大きいと火の
とおりがわるく、小さいと型
がくずれやすい。

●材料（4人分）
かぼちゃ 160㌘　にんじん
80㌘　オクラ 4～ 5 本　サ
ラダ油大さじ１　みそ大さ
じ１　みりん大さじ 2

9月

栄養満点！
簡単ですので作ってみてください。

安
曇
野
の
水
を
守
り
た
い

　

安
曇
野
で
暮
ら
す
私
た
ち
に
と

て

先
人
の
築
い
た
用
水
堰
に
よ
る
水

稲
耕
作

良
質
で
豊
富
な
地
下
水
に
よ

て
発
展
を
し
て
き
た
特
産
の
わ
さ

び

ニ
ジ
マ
ス
の
養
殖
な
ど

水
か
ら

受
け
る
恩
恵
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す

さ
ま
ざ
ま
な
メ
ン
バ

で
構
成

　

今
か
ら
26
年
前
の
昭
和
58
年

農
業

用
水

工
業
用
水

上
水
道
な
ど
に
よ

る
地
下
水
利
用
の
増
加
に
伴
い

総
合

的
な
水
利
用
計
画
の
樹
立
が
急
務
と
し

て
「
南
安
曇
郡
水
資
源
総
合
調
査
事

業
促
進
協
議
会
」
が
発
足
し
ま
し
た

　

ほ
ぼ
同
じ
頃

農
林
水
産
省

経
済

産
業
省
で
も

安
曇
野
の
地
下
水
利
用

の
適
切
な
管
理
体
制
を
確
立
す
る
基
礎

資
料
を
得
る
た
め
に

井
戸
水
の
水
位

調
査
が
郡
内
で
実
施
さ
れ
ま
し
た

　

経
済
産
業
省
の
調
査
期
間
が
終
了
し

た
平
成
2
年

地
元
で
も
継
続
し
て
調

査
研
究
を
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
し

て

本
協
議
会
の
前
身
で
あ
る
「
南
安

曇
郡
水
資
源
対
策
協
議
会
」
が
設
立
さ

れ
ま
し
た

そ
の
後

平
成
18
年
「
安

曇
野
市
水
資
源
対
策
協
議
会
」と
し
て

国
・
県
の
関
係
機
関

農
協

山
葵
組

合

工
業
会
な
ど
を
メ
ン
バ

に
加
え

現
在
に
至

て
い
ま
す

地
下
水
の
調
査
と
研
究

　

協
議
会
の
主
な
活
動
は

地
下
水
の

水
位
観
測

地
下
水
等
実
態
調
査

水

資
源
の
保
全
・
涵
養
（
注
１
）
に
関
す

る
調
査

研
究
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す

　

安
曇
野
の
地
下
水
と
い
う
か
け
が
え

の
な
い
財
産
を
活
か
し
な
が
ら

保
全

や
涵
養
を
す
す
め

よ
り
よ
い
形
で
将

来
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
注
１
）
湧
水
の
枯
渇
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
に

地
表
水
を
人
為
的
に
地
下

に
あ
る
帯
水
層
へ
浸
透
さ
せ

再
び

地
下
水
に
供
給
さ
せ
る
こ
と

環
境
課
環
境
保
全
係

　

（
82
・
３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

環
境
ナ
ビ

くらしのぺーじ
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毎日すこやか健康づくり

水
資
源
対
策
協
議
会
の
紹
介

　街中がせせらぎ！
　安曇野市水資源対策協議会は 6月
1日、地下水保全の先進地である静
岡県清水市、三島市をそれぞれ視察
しました。
　そのうち三島市では、市民、企業、
行政が一体となったプロジェクトを
視察しました。この取り組みは、汚
染された源兵衛川の再生、水中花「ミ
シマバイガモ」の復活、ビオトープ
の建設などで、市街地の中に水辺の
回遊空間（写真左）を創出しました。
　この空間は市民が清掃活動などを
行い、現在では市民の憩いの場と
なっています。また6月上旬には「蛍
祭り」が行われ、約 2万人が訪れて
います。

特定保健指導のお知らせ
　市では、40 歳～ 74 歳の国民健康
保険加入者が特定健診を受け、メタボ
リックシンドロームの予防が必要な人
を対象に継続的な個別生活習慣指導・
相談を行っています。お申し込み・
お問い合わせは各保健センターへ

左から浅野辰子さん
堀内良子さん、
丸山逸子さん
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施設などの催し
Event Information

豊科郷土博物館
4672・5672

田淵行男記念館
4672・9964

豊科近代美術館
473・5638 673・6320

国営アルプスあづみの公園
471・5511

貞享義民記念館
477・7550

第19回友の会水墨画展
　墨の濃淡で幽玄の美を表現した水
墨画は、描かれた絵の美しさだけでなく、
深い精神世界をも感じさせます。
●会期　9月30日（水）
　　　　～10月18日（日）
●開館時間　9：00～17：00
　　　　　（入館は16：30まで）
●入館料　大人100円
　　　　　小中学生50円
●休館日　月曜日、祝日の場合は翌日

博物館講座「古文書の楽しみ方」
受講生募集

　昨年度の入門編に続き、古文書を
読み始めた初心者向けの講座を開催
します。
●日時　10月24日（土）
　　　　13：30～15：00
●場所　博物館2階学習室
●講師　山崎 会理さん（長野県立歴
　　　史館古文書班長）

●受講料　200円（資料代など）
●定員　30人（先着順）
●申し込み　9月25日（金）～10月
23日（金）に電話でお申し込みくだ
さい。

～特別展～
回想・田淵行男賞《生きている山》
　公募中の第３回田淵行男賞に合わ
せ、第１回受賞作品、高木誠《生き
ている山》の組写真を展示。
●会期　10月6日（火）～18日（日）
●開館時間　9：00～ 17：00
　　　　　　（入館は 16：30まで）
●会　場　多目的スペース（地下1階）
●入館料　大人 300円
　　　　　小中生 200円
●休館日　月曜日、祝日の場合は翌日

飯沼冬彦先生の「おもしろ自然教室」
第６回受講生募集

　光城山で秋の植物を観察します。
身近な自然を楽しく学んでみませんか。
●日時　10月 31日（土）
　　　　9：00～ 11：30
●集合　田淵行男記念館
●定員　20人（先着順）
＊年間受講者の出席状況により変更
になる場合があります

●受講料　400円（受講料、入館
　　　　　料、保険料など）
●申し込み　10月25日（日）までに、
受講料を添えて記念館窓口へお申
し込みください。

アートクラフトフェスティバル
IN安曇野 2009

●会期　10月9日（金）～15日（木）
●開館時間　9：00～17：00
　　　　　　（入館は16：30まで）
　　　　　　（15日は15：00まで）
●入館料　大人500円
　　　　　大高生300円
　　　　　小中生150円
●休館日　月曜日、祝日の場合は翌日

ミニサイズの木象画を作ろう
　アートクラフトフェスティバル
IN 安曇野 2009 に合わせ、ワーク
ショップを開催。ラフにカットした
木のパーツを組み合わせ、木の色や
肌合いを生かしながら絵を描きます。
●日時　10月 11日（日）
　　　午前の部／ 9：30～ 12：00
　　　午後の部／ 13：30～ 16：00
●講師　渡辺 雅夫さん
●受講料　1,500 円
●定員　午前・午後各 5人 ( 先着順 )
●申し込み　10月 1日（木）から
　電話でお申し込みください。

企画展「人力による米作りの努力展」
　農業が機械化される以前、人々は
どのように米作りを行っていたの
か。農具と写真により当時の米作り
の様子を紹介します。
●期間　10月1日（木）～28日（水）
●会場　記念館企画展示室
●入館料　無料（常設展は有料）
●休館日　月曜日、祝日の場合は翌日

企画講座二木村訴願（全2回）受講者募集
　天明 2年に行われた二木村再検
地は、村人総意による度重なる訴願
によるものでした。百性の困窮難渋
解消のために立ち上がった庄屋覚兵
衛らの活動とは。
●日時　① 10月 14日（水）　
　　　　② 10月 21日（水）
　　　　　 13：30～ 15：30
●会場　義民記念館研修室
●講師　三澤 敏雄さん（元義民記
　　　　念館長・三郷村誌執筆者）
●受講料　無料
●申し込み　事前申し込み不要

高木誠《生きている山》2001

安曇野コスモス花フェスタ
　13色・30万本のコスモス花回廊と北アルプス常念岳の織り成す、国営公園
ならではの景観をお楽しみください。

●開催期間　9月 19日（土）
　　　　　　～ 11月 3日（火・祝）
●開園時間　9：30～ 17：00
●入園料　大人 400円
　　　　　小・中学生 80円

　10月 11日（日）、17日（土）
　　　　　　　　　　　は入園無料

安曇野観光草競馬大会
　秋のさわやかな風を肌で感じながら、草競馬ならではの迫
力のあるレースをお楽しみください。
日時　10 月 10 日（土）
　　　予選レース　9：30 ～
　　　開会式・決勝レース　11：30 ～
　　　雨天の場合、10 月 11 日（日）
場所　西部スポーツゾーン牧運動場
三郷総合支所内産業観光部安曇野ブランド推進室
　（477・3111 677・6060）
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付
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Ｒ
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い

　

  

話
し
の
弾
む 

小
売
り
店
」

安 曇 野 ブ ラ ン ド ニ ュ ー ス 第 19回

三郷総合支所内　安曇野ブランド推進室（各プロジェクト事務局）
477・3111 677・6060  azumino-brand@city.azumino.nagano.jp

①開館時間 午前9時～午後9時30分

②利用時間枠

　1）午前9時～正午
　2）午後1時～午後4時
　3）午後4時～午後7時
　4）午後7時～午後9時30分

③利用料金
時間枠ごと、会場ごとに300
円～13,000円（冷暖房料等除
く、減免制度あり）

④休館日

　1）月曜日
　　（祝日の場合は翌日）
　2）年末年始
　　（12月28日～翌年1月4日）

安曇野市公民館施設のご利用案内

教育委員会社会教育課
　（462・4565 662・3525）
　または各地域公民館まで

安
曇
野
百
選

ウ

ク
ラ
リ

参
加
者
募
集

黒
豆
料
理
大
集
合

第41回



各種相談　 場…場所　 問…問い合わせ　 �…時間

子育てに関する相談

子ども･母子家庭･女性の相談

消費生活相談　� 8：30～12：15

結婚相談　　　� 13：00～16：00　
介護相談　　　� 8：30～17：00　

心配ごと相談・行政相談　(★は行政相談を同時開催)

こころの相談

10月の予定

要予約・問

弁護士会による無料法律相談 要予約

October

毎週月～金曜日　※ 12 日を除く
場教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238）
問学校教育課（℡62-0133・FAX62-5721）

毎週月～金曜日　※ 12 日を除く
場問明科総合支所北庁舎内 学校教育指導員室
　　（℡62-3521・FAX62-5721）

母乳・育児相談　※母乳相談は　　　　　　� 9:30 ～ 11:00

児童館の育児相談　※就園前親子対象

精神保健相談　　　　　　� 14：00 ～

自殺関連相談 こころの相談統一ダイヤル　� 9：30 ～ 16：00

依存症相談　　　　　　� 14：00 ～

1日㈭･15日㈭ 場�穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
6日㈫･20日㈫ 場�明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
8日㈭･22日㈭ 場�堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）

13日㈫･27日㈫ 場�三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）
14日㈬･28日㈬ 場�豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）

4日㈰　場�穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）

11日㈰　場�社会福祉協議会本所（℡72-1871・FAX72-9130）

18日㈰　場�三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）

1日（木）　� 11：00～
場問南穂高児童館（℡71-5150・FAX71-5152）
6日（火）　� 10：00～12：00

場問三郷児童館（℡76-0185・FAX76-0186）
9日（金）　� 10：00～12：00

場問豊科中央児童館（℡・FAX72-0122）
20日（火）　� 11：00～12：00
場問高家児童館（℡・FAX72-5685）

5日（月）・★ 19日（月）　� 13：00～16：00
場堀金老人福祉センター（℡73-5288・FAX73-5775）

6日（火）・★ 20日（火）　� 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）

7日（水）・★ 21日（水）　� 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）

8日（木）・★ 22日（木）　� 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）

9日（金）・★ 23日（金）　� 13：00～16：00
場明科総合福祉センター（℡62-2429・FAX62-5025）

問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…総務部総務課（℡71-2000・FAX71-5000）

8日（木）　� 13：30～16：30 ※相談時間は１人20分

場問堀金総合支所西会議室
　　　　総務部総務課庶務係（℡71-2000・FAX71-5000）
※予約受付･･･10 月 1 日㈭ 9：00 ～ 12：00（受付は電話のみ）
※相談者（定員８人）は抽選で決定（先着順ではありません）

毎週月・木曜日（第5を除く）　場松本保健福祉事務所
1日（木）　場県安曇野庁舎

問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

2日（金）　場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

平日　場問県精神保健福祉センター（専用℡0570-064556）

平日　場問市地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　　（℡81-0760・FAX81-0703）
平日　場問東部地域包括支援センター（豊科保健センター内）
　　　（℡72-9986・FAX72-9044）

平日　� 8：30 ～ 17：00
場問児童保育課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）

毎週火・木曜日　場市民環境部環境課（穂高総合支所１階）
問市民環境部環境課（℡82-3131・FAX82-6622）※電話での相談も可。

※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。

10月の休日当番医 （変更になる場合があります。ご利用前に医療情報案内(70120-890-423）でご確認ください。）

4 日（日） 11 日（日） 12 日（月・祝） 18 日（日） 25 日（日）
飯 田 医 院

83-5061［穂高］
穂高ハートクリニック

50-6731［穂高］
平 林 医 院

62-2227［明科］
穂 高 病 院

82-2474［穂高］
清 沢 医 院

82-7600［穂高］
石 田 医 院

72-2766［豊科］
前 角 整 形 外 科 医 院

82-1478［穂高］
須 澤 ク リ ニ ッ ク

82-2993［穂高］
根 津 内 科 医 院

82-8382［穂高］
高 橋 医 院

82-2561［穂高］
中 島 整 形 外 科

72-3543［豊科］
米 倉 医 院

72-2354［堀金］
白 木 医 院

77-2134［三郷］
安曇野形成皮ふクリニック

71-2345［豊科］
こばやし内科クリニック

71-1117［豊科］
クリーン歯科クリニック

72-3398［豊科］
赤 羽 歯 科 医 院

77-2114［三郷］
よ こ さ わ 歯 科 医 院

82-2121［穂高］
飯 田 歯 科 医 院

73-7618［豊科］
石 田 歯 科 医 院

62-2688［明科］

児童館の予定　育児相談は右頁参照 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-0186
■休館日／日曜・祝日

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

★穂高西部児童館 TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日

★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

★穂高北部児童館 TEL・FAX83-5494
■休館日／土曜・日曜・祝日

	手作りおやつ④ ～秋のおやつ～	 14日（水）	 10：00 ～ 11：30	          　　　   ※乳幼児親子 20 組

	 安曇野めぐり③ ～秋のフルーツ狩り～	17日（土）	 10：00 ～ 13：00
	     　　　　　    ※ 20 組

	身体測定日 ※参加自由	 22日（木）	 10：00 ～ 12：00
	季節の行事④ ～焼き芋会～	 29日（木）	 10：00 ～ 11：30

	 　　　　　　    ※乳幼児親子 50 組

	 工作の日 ※参加自由	 31日（土）	 10：00 ～ 11：30
	おはなしどりぃむ	 第 1・2・3 水曜日	 11：00 ～ 11：20

	 （読み聞かせボランティア）

	よちよちらんど ～リズムあそび～	 8日（木）	 10：30 ～
	 ※参加自由

	 児童館まつり ※参加自由	 17日（土）	 10：00 ～ 12：00
	ママキッズビクス	 22日（木）	 10：15 ～ 11：00
	おはなしムーン	 毎週火曜日	 10：30 ～

	ママキッズビクス	 1日（木）	 10：15 ～ 11：00
	よちよちらんど ～おはぎ作り～	 9日（金）	 10：30 ～

	      　　　　　 ※定員 25組

	入園準備にむけて	 27日（火）	 10：30 ～
	 （保育園園長先生のおはなし）※参加自由

	おはなしムーン	 毎週水曜日	 11：00 ～

	みんななかよし ～ミニ運動会～	 1日（木）	 10：00 ～ 12：00

	ちびっこクッキング ～手打ちうどん～	8日（木）	 10：00 ～ 12：00
	 　　　　　　　  ※親子 20組

	おひさま農園 ～さつまいも堀り～	 17日（土）	 9：30 ～ 10：30
	 ※登録児

	子育てひろば ～お話会～	 21日（水）	 10：00 ～ 12：00
	 ※参加自由

	児童館まつり ※参加自由	 31日（土）	 11：00 ～ 14：00

	 ラミネーターでしおり作り	 7日（水）	 15：45 ～ 16：30
	 おはなし玉手箱 	 14日（水）	 15：45 ～ 16：30
	 チャレラン大会 ～ゲートボール～	 21日（水）	 15：45 ～ 16：30
	 おはなし玉手箱 	 28日（水）	 15：45 ～ 16：30

2・3歳 ※登録児…………	第1・3・4・5水曜日	 10：00 ～ 12：00
1 歳 　 ※登録児…………	第1・3・4・5木曜日	 10：00 ～ 12：00
0 歳 　 ※登録児…………	第1・3・4・5金曜日	 10：00 ～ 12：00

	身体測定日 ※参加自由	 6日（火）	 10：00 ～ 12：00
	季節の行事⑦ ～戸外遊び～	 15日（木）	 10：00 ～ 11：30

	 　　　   ※乳幼児親子 20 組

	キッズヘアカット講習会	 19日（月）	 10：00 ～ 11：30
	 　　　　※乳幼児親子 20 組

	 手作りおやつ③ ～秋のおやつ〈芋餅作り〉～	24日（土）	 10：00 ～ 11：30
	 　　　  

	 地域の方とのふれあい ～サロン〈焼き芋〉～	31日（土）	 10：00 ～ 11：30
	 　　　  

	おはなしどりぃむ	 第 2・4 月曜日	 11：20 ～ 11：40
	 （読み聞かせボランティア）

	子育て勉強会 ～スクスク子育て②～	9日（金）	 10：30 ～ 11：30
	 　　　   ※乳幼児親子 15 組

	身体測定日 ※参加自由	 16日（金）	 9：30 ～ 12：00
	季節の行事⑦ ～焼き芋会～	 30日（金）	 10：30 ～ 11：30

	 　　　　　　　 ※乳幼児親子 25 組

	おはなしどりぃむ	 第 2・4 火曜日	 11：20 ～ 11：40
	 （読み聞かせボランティア）

	わらべ唄・手遊び（内山房子先生）	毎週月曜日	 11：10 ～ 11：30

	 一輪車の日　  ※参加自由	 3日（土）	 14：00 ～ 15：00
	 パソコンの日　※参加自由	 10・24日（土）	 10：00 ～ 12：00
	 卓球の日　     ※参加自由	 10日（土）	 14：00 ～ 15：00
	 絵心教室　    ※参加自由	 13日（火）	 15：30 ～ 16：30
	 食の伝統文化子ども教室 ～おやき～	17日（土）	 13：30 ～ 16：00
	 　　　　　　　 ※定員 30 組（幼児も人数に入る）

	 ポートボール大会 ※参加自由	 24日（土）	 14：00 ～ 15：00
	キッズリユース広場 	 27日（火）	 11：00 ～ 11：30

	 ※参加自由・出品は当日10：50までに持参

	読み聞かせ～絵本・紙芝居～	5・19・26日（月）	 11：00 ～ 11：30
	 （ボランティア・職員による）

要予約 100円

要予約 100円

要予約 参加費

要予約 100円

要予約 100円
ひまわりの日 ※参加自由

ひまわりっ子クラブ

いっしょにあそぼう　

302009.9.23　広報あづみの31 広報あづみの　2009.9.23

	折り紙ごま ※参加自由	 2日（金）	 11：00 ～ 11：30
	リズム遊び ※参加自由	 23日（金）	 11：00 ～ 11：30

要予約 参加費

要予約 参加費

要予約 参加費

要予約 参加費

いじめ相談ホットライン � 8：30 ～ 17：15

教育相談 要予約 � 9：00 ～ 16：00
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票
所
の
会
場
は

小
泉
一
班
集
会
所
に
な
り
ま
す
。（
一

般
車
両
が
駐
車
で
き
る
場
所
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）
投
票
時

間
は
、
午
前
7
時
～
午
後
8
時
ま
で
で

す
。
第
19
投
票
所
（
大
口
沢
公
民
館
）

に
限
り
午
後
6
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
投
票
所
入
場
券
を
お
忘
れ
な
く

　

投
票
所
入
場
券
（
は
が
き
）
が
有
権

者
の
世
帯
主
あ
て
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

は
が
き
は
圧
着
式
で
、
中
を
開
け
る
と

１
枚
に
4
人
分
ま
で
の
入
場
券
が
印
刷

さ
れ
、
投
票
所
の
案
内
図
も
表
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
投
票
の
際
に
は
各
自
で
切

り
離
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
が
な
く
て
も
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま

す
。
投
票
所
で
そ
の
旨
を
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

■
市
内
で
住
所
異
動
し
た
場
合
は

　

本
年
9
月
14
日
ま
で
に
、
市
内
の
間

の
転
居
届
を
市
役
所
へ
提
出
さ
れ
た
人

は
、新
住
所
の
投
票
所
で
投
票
し
ま
す
。

9
月
15
日
以
後
の
届
出
の
場
合
は
、
旧

住
所
の
投
票
所
で
投
票
し
ま
す
。
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
選
挙
公
報
の
お
届
け
は

　

候
補
者
名
・
経
歴
・
政
見
な
ど
を
掲

載
し
た
選
挙
公
報
を
新
聞
折
り
込
み
で

お
届
け
し
ま
す
。
新
聞
で
届
か
な
い
世

帯
は
、
各
総
合
支
所
窓
口
に
も
備
え
置

い
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
聞
未
購
読

世
帯
等
で
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票
を
利
用
く
だ
さ
い

　

仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
、
投
票
日
当
日
に
予
定
の
あ
る
場
合

は
期
日
前
投
票
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。（
以
前
の
不
在
者
投
票
に
比
べ

手
続
が
簡
単
に
な
り
ま
し
た
）

期
日
前
投
票
所

　

豊
科
総
合
支
所　

穂
高
総
合
支
所

　

三
郷
総
合
支
所　

堀
金
総
合
支
所

　

明
科
総
合
支
所

期
間　

10
月
5
日（
月
）～
10
日（
土
）

時
間　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
8
時

（
土
曜
日
も
同
じ
）

持
ち
物　

投
票
所
入
場
券
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。（
印
章
は
不
要
）

■
代
理
投
票
と
は

　

字
が
書
け
な
い
人
の
た
め
に
あ
る
制

度
で
投
票
所
係
員
が
補
助
者
と
な
り
、

あ
な
た
の
意
思
を
代
筆
し
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
郵
便
投
票
と
は

　

重
度
の
身
体
障
害
を
お
持
ち
の
人

は
、
在
宅
で
郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

在
宅
で
投
票
を
す
る
場
合
は
、
ま
ず

「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
障
害
の
内
容
に

よ
り
制
限
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
な
ど

詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
点
字
投
票
と
は

　

目
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
あ
る
制

度
で
、
投
票
所
で
申
し
出
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
点
字
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
所
の
係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

■
不
在
者
投
票
で
き
る
病
院
や

　

老
人
ホ
ー
ム
が
あ
り
ま
す

　

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム

等
に
入
院
（
入
所
）
し
て
い
る
人
は
、

そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
投
票
の
で
き
る
日
時
は

各
施
設
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

不
在
者
投
票
も
10
月
5
日
か
ら
で

す
。
郵
送
の
都
合
上
、
お
早
目
に
お
願

い
し
ま
す
。

安曇野の未来にあなたの声を

市長選挙
市議会議員一般選挙

10月11日（日）

投票日
選挙は私たちが政治に参加する最も重要で基本的な機会です。
投票所へはご家族ご近所お誘い合わせてお出掛けください。

投票用紙は 2 種類。
市長選挙は白紙に赤文字の用紙

市議会議員一般選挙はピンク色の紙に黒文字
投票所で投票箱に投票する際にもご確認ください。

◎選挙に関してご不明な点は　市選挙管理委員会事務局（県安曇野庁舎）471･2031 672･9266

「明るい選挙ポスター」 たくさん応募いただきました
　市では、明るい選挙実現のため、今年も児童・
生徒の皆さんから明るくきれいな選挙の推進に
役立つポスターを募集したところ、市内の小中
高校から約 200 点の応募がありました。たくさ
んの応募有り難うございました。応募作品の中
から県審査、中央審査を経て 11 月に入選作品が
発表される予定です。

本年度応募作品の一部

大事な投票、忘れずに！
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市
で
は
、
次
の
日
程
に
よ
り
各
地
域

で
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実

施
し
ま
す
。
今
回
が
今
年
度
最
後
の
集

合
注
射
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
受
け

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
手
数
料
と
料
金

▽
犬
を
飼
い
始
め
た
場
合

新
規
登
録
手
数
料　
　

３
０
０
０
円

▽
狂
犬
病
予
防
注
射

予
防
注
射
料
金　
　
　

２
６
７
０
円

注
射
済
票
交
付
手
数
料　

５
５
０
円

＊
１
頭
当
た
り
の
料
金（
税
込
み
）で
す
。

お
つ
り
の
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

●
注
意
事
項

▽
お
手
元
に
お
届
け
し
ま
す
ハ
ガ
キ
は

受
付
票
を
兼
ね
ま
す
。
忘
れ
ず
に
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

▽
次
に
該
当
す
る
犬
は
、
動
物
病
院
で

診
察
を
受
け
さ
せ
て
か
ら
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

・
健
康
状
態
に
不
安
の
あ
る
犬

・
現
在
、
治
療
中
の
犬

・
過
去
に
予
防
注
射
後
に
異
常
を
起
こ

し
た
こ
と
が
あ
る
犬

▽
訪
問
注
射
を
受
け
る
場
合
や
、
動
物

病
院
で
注
射
を
受
け
る
場
合
は
、
別

途
料
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▽
健
康
上
の
理
由
で
注
射
で
き
な
い
場

合
は
、
獣
医
師
か
ら
「
狂
犬
病
予
防

注
射
猶
予
証
明
書
」（
有
料
）
を
取

得
し
、
支
所
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
犬
を
し
っ
か
り
抑
え
ら
れ
る
人
が
付

き
添
い
、
首
輪
が
抜
け
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
お
出
掛
け
の
際
は
「
袋
・
ス
コ
ッ
プ
」

な
ど
を
持
参
し
、
フ
ン
を
し
た
ら
必

ず
片
付
け
て
く
だ
さ
い
。

問
穂
環
境
課（
82･

３
１
３
１ 

82
・

６
６
２
２
）
ま
た
は
各
総
合
支
所
内

地
域
支
援
課
生
活
環
境
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地域 期日 時間 場所

豊科 10月17日（土）

13：30～13：40 真々部公民館前

13：50～14：00 下鳥羽地域
構造改善センター前

14：10～14：20 アルプス公民館前
14：30～14：40 重柳公民館前
14：50～15：10 豊科総合支所正面玄関前

穂高 10月24日（土）

13：10～13：30 穂高総合支所前
13：40～13：55 西穂高グラウンド駐車場
14：05～14：20 しゃくなげ荘駐車場
14：30～14：45 古厩公民館前
14：55～15：10 JA 北穂高支所駐車場

三郷 10月24日（土）

13：00～13：20 三郷総合支所前駐車場
13：30～13：45 一日市場公民館前
13：55～14：10 中萱公民館前
14：20～14：35 小倉多目的研修センター

14：45～15：00 農村環境改善センター
（JA あづみ温支所となり）

堀金 10月22日（木）

13：10～13：25 下堀公民館前
13：35～13：50 岩原公民館前
14：00～14：10 田尻公民館前
14：20～14：40 堀金総合支所前

明科 10月16日（金） 13：30～14：10 明科総合支所前駐車場

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
い
な
い
方
は
必
ず
接
種
を
！

●日程

きのこ中毒予防月間　10月19日（月）まで
毒きのこを原因とする食中毒が発生しやすい時期となりました。

次のポイントに注意して食中毒を防止しましょう。

１.知らないきのこは採らない、食べない。
２.きのこの特徴を覚え確実な鑑別をする。
３.毒きのこを加工（塩漬、乾燥、水さらし等）して食べない。

 誤った言い伝えや迷信を信じない。

４.もらったきのこもできるだけ鑑別をする。
問健健康推進課保健予防係（481･0726 681･0703）

「きのこ」の
食中毒を防ぐ

４つの
ポイントは

新型インフルエンザ

軽症患者は自宅療養となります
9 月 10 日現在、市内でも新型インフルエンザの発生が確認されています。
ぜん息などの慢性呼吸器疾患や慢性心疾患、糖尿病などの基礎疾患のある人、乳幼児、高齢者、
妊娠中の方などは感染すると重症化する恐れがありますが、大多数の皆さんは、１週間程度の
自宅療養で回復しています。感染した場合や身近に感染者が発生した場合、医師の指示に従い、
正しく行動してください。

療養の期間は？

　医師の指示により自宅療養となった場合、「発熱等の症状が始まった日の翌日から 7 日間」
または「熱が下がってから 2 日を経過するまで」が療養の期間となります。

こんな時は医師に相談を

自宅療養となった場合でも、次の症状が現れたら再度、医師に相談してください。
● 4 日以上発熱が持続し、体調が回復しない場合
●咳（せき）や痰 ( たん ) がひどく、息苦しさや胸の痛みを感じる場合
●水分が思うようにとれなく、立ちくらみがするなど脱水が疑われる場合
●呼吸が荒い（呼吸数が多い）場合
●一度は体調がよくなっても、再び咳などが増え、発熱し始めた場合
●その他、けいれんなど普段は見られない症状が現れた場合（小さなお子さまの場合は、特に

注意が必要です）

感染した場合、本人と看病する人が注意すること
自宅療養で大切なことは、患者さんの体調管理をすることと、家族内での感染の拡大を防

ぐことです。次の点に注意し、本人、看病する人が協力して療養しましょう。

本人が注意すること
●毎日、体温を測りましょう。
●処方された薬は、症状がなくなっても最後まで服用しましょう。
●外出は控え、できるだけ個室で安静を保ちましょう。

看病する人が注意すること
●患者さんの容体の変化に気を配り、病状が悪化した場合は医療機関に相談しましょう。
●患者さんと接するときはマスクを着用しましょう。また毎日体温を測りましょう。
●患者さんの使用した食器や衣類は、通常の洗浄・洗濯・乾燥で消毒できますが、タオルや食

器の共用は避けましょう。
● 38℃以上の発熱、咳、のどの痛みなどの症状がみられたら、かかりつけ医に連絡してください。
●こまめな部屋の換気と、適度な湿度（50 ～ 60％）を保ちましょう。

問安曇野市新型インフルエンザ対策本部／健康推進課保健予防係（481・0726 681・0703）
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今月の色

錦色
Kin-Syoku
種々の色糸を

用いた織物「錦」のような

美しい色。

其
の
四
十
八

一
瞬
の
夢
に
か
け
、
集
う
「
煙
火
魂
」

テ
ー
マ
は
「
安
曇
野
は
ひ
と
つ
」

消
防
団
喇ら

っ
ぱ叭

班
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
と
共
に

頭
上
に
広
が
る
「
ス
タ
ー
マ
イ
ン
」

春
夏
秋
冬
を
表
現
し
た
「
安
曇
野
の
四
季
」

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
た
わ
が
子
へ
、
育
て
て

く
れ
た
親
へ
感
謝
を
込
め
て
「
お
祝
い
花
火
」

小
中
学
校
の
校
歌
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に

「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
イ
リ
ュー
ジ
ョン
」

多
彩
な
花
火
が
夜
を
彩
り

見
上
げ
る
人
の
分
だ
け
あ
る
「
想
い
」

華
や
か
に
、
そ
し
て
少
し
寂
し
く

夏
が
過
ぎ
る

編 

集 

後 

記

◆
わ
が
家
の
近
所
に
92
歳
に
な
る
博
学
な

お
婆
さ
ん
が
い
ま
す
。
70
歳
か
ら
常
念
岳

や
庭
の
草
花
の
写
真
を
撮
り
続
け
、
卒
寿

を
迎
え
た
お
と
と
し
、
ご
家
族
の
主
催
で

個
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。
年
を
重
ね
る
ご

と
に
磨
か
れ
る
観
察
力
と
好
奇
心
に
脱
帽

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

T

◆
小
学
校
の
運
動
会
。
わ
が
子
に
声
援
を

送
り
、
心
の
カ
メ
ラ
に
焼
き
付
け
よ
う
と

出
掛
け
た
も
の
の
、
子
の
活
躍
以
上
に
、

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
手
に
持
つ
私
が
活
躍
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
は
反
省
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

Y

◆
糸
魚
川
か
ら
中
萱
ま
で
鈍
行
列
車
に
乗

り
ま
し
た
。
糸
魚
川
か
ら
南
小
谷
は
１
両

編
成
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
。
車
内
に
は
海
水

浴
帰
り
の
女
子
高
生
や
買
い
物
帰
り
の
主

婦
な
ど
15
人
ほ
ど
。
豊
か
な
自
然
の
な
か

に
人
の
営
み
が
そ
っ
と
感
じ
ら
れ
る
素
敵

な
列
車
で
し
た
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夜空焦がす錦絵
～第３回安曇野花火～

古紙を配合した再生紙、
環境に優しい大豆油インクを使用しています。

2009.9.1現在 （ ）内は対前月比　

人口	 99,354人（ ＋47）

	 男	 48,118人（ －27）

	 女	 51,236人（ ＋74）

世帯	 36,579世帯（ ＋61）
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